
は
じ
め
に

自
著

『

日
本
農
法
史
研
究
―
畑
と
田
の
再
結
合
の
た
め
に
―』

(

一

九
九
七

農
文
協)

で
は
、
奈
良
盆
地
の
大
和
農
法
に
関
し
て
、
多
く

の
史
料
に
も
と
づ
き
一
四
世
紀
頃
よ
り
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
農
法
の

歩
み
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

敗
戦
後
の
農
地
改
革
を
は
さ
ん
で
戦
前
か
ら
戦
後
の
農
法
史
に
関
し

て
は
、
関
西
農
業
史
研
究
会
で
一
九
九
一
年
三
月
に

｢

大
和
農
法
の
伝

統
と
変
容
―
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
―｣

、
一
九
九
七
年
七
月
に

｢

大
和
農
法
の
変
容
と
再
建
―
現
代
日
本
農
法
史
に
向
け
て
―｣

で
報

告
し
た
。
そ
れ
ら
の
一
部
は
、｢

農
業
に
お
け
る
作
り
ま
わ
し｣

(『

科

学』

第
七
二
巻
一
号

二
〇
〇
二

岩
波
書
店)

と
し
て
紹
介
し
た
が
、

詳
細
は
論
文
に
ま
と
め
て
い
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
に
依
拠
し
な
が
ら
、
大
和
農
法
の
伝
統
的
な
作

り
ま
わ
し
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
在
地
で
の
農
事

改
良
の
模
索
が
現
場
の
農
民
た
ち
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ

て
き
た
か
を
、
史
料
と
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
す

る
。

第
一
章

作
り
ま
わ
し
の
概
観

統
計
資
料
と
各
種
調
査
か
ら

最
初
に
奈
良
県
全
体
で
の
主
要
作
物
の
作
付
面
積
に
関
し
て
明
治
一

五

(

一
八
八
二)

年
よ
り
昭
和
五
〇

(

一
九
七
五)

年
頃
ま
で
の
推
移

を
紹
介
す
る

(

�)

。
図
１
の
夏
作
物
に
関
し
て
、
稲
は
大
正
期
ま
で
は
約
三

万
ha
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
稲
作
の
反
収
が
全
国
一
位
に
な
る
明
治
二
七

(

一
八
九
四)

年
か
ら
大
正
一
三(

一
九
二
四)

年
ま
で
、｢

奈
良
段
階｣

と
な
っ
て
い
く
。
大
正
期
よ
り
田
畑
輪
換
で
ス
イ
カ
が
作
付
け
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
減
少
し
昭
和
三
〇
年
頃
よ
り
急
減
し
て
い
く
。

昭
和
五
〇
年
頃
に
は
約
一
万
五
千
ha
と
半
減
し
て
い
る
。
減
反
が
政
策

的
に
進
め
ら
れ
る
昭
和
四
五

(

一
九
七
〇)

年
以
前
か
ら
、
稲
作
は
減

28 ( 1 )
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少
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
以
来
作
ら
れ
続
け
た
ワ
タ
は
、
明
治
三
五

(

一
九
〇

二)

年
頃
に
は
姿
を
消
す
。
ス
イ
カ
は
昭
和
戦
前
期
に
千
ha
ほ
ど

で
ピ
ー
ク
と
な
り
、
昭
和
五
〇
年
頃
に
な
く
な
る
。

一
方
、
図
２
の
冬
作
物
だ
が
、
明
治
一
五
年
か
ら
ナ
タ
ネ
の
衰

退
に
伴
い
、
か
わ
り
に
麦
が
増
加
し
て
い
く
。
大
正
期
か
ら
の
夏

作
の
ス
イ
カ
の
導
入
に
伴
い
、
麦
は
再
び
衰
退
し
て
い
く
が
、
戦

中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
一
時
的
に
復
活
し
、
昭
和
三
〇
年
前
よ
り

急
減
す
る
。

冬
作
物
で
ソ
ラ
マ
メ
は
、
一
四
世
紀
頃
よ
り
一
貫
し
て
作
り
続

け
ら
れ
、
明
治
一
五
年
以
降
も
一
五
〇
〇
か
ら
二
五
〇
〇
ha
く
ら

い
の
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ス
イ
カ
の
田
畑
輪
換
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
昭
和
期
か
ら
徐
々
に
減
少
し
、
昭
和
四
〇
年
代
に
は
姿

を
消
す
。
昭
和
一
二
年
の
調
査
に
よ
れ
ば

(

�)

、
ソ
ラ
マ
メ
は
奈
良
県

下
で
、
明
治
三
〇
年
頃
に
は
一
五
〇
〇
町
で
以
後
増
加
し
、
明
治

四
一
年
に
二
一
五
〇
町
で
最
高
と
な
り
、
以
後
漸
減
し
て
大
正
期

に
は
一
四
〇
〇
町
、
昭
和
初
期
に
は
一
三
五
〇
町
で
維
持
し
て
い

く
。
農
家
一
戸
当
り
平
均
一
反
歩
の
作
付
け
を
し
て
お
り
、
ス
イ

カ
―
大
根
―
ソ
ラ
マ
メ
の
作
り
ま
わ
し
で
五
年
輪
作
で
行
わ
れ
て

い
た
。
大
和
農
法
の
作
り
ま
わ
し
に
お
い
て
、
ソ
ラ
マ
メ
は
貴
重

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
は
そ
の
役
割
を

終
え
て
い
っ
た
。

昭
和
一
一

(

一
九
三
六)

年
の
調
査
で
は

(

�)

、
中
和
平
坦
で
は
、

早
稲
六
％
、
中
稲
一
一
％
、
晩
稲
が
八
三
％
と
晩
稲
優
勢
と
な
っ

大和農法の伝統と変容 27( 2 )

図２ 冬作物 (裏作) の動き

明15年 25 35 大 1 11 昭 7 17 27 37 47
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図１ 夏作物の動き

(注) 『奈良県における農畜産物の作付面積・生産量の推移』 1, 2 頁より

スイカ

明15年 25 35 大 1 11 昭 7 17 27 37 47
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表
１
地
黄
・
森
田
家
の
作
り
ま
わ
し

垣
内

12
.12
反

南
浦
妙

1
.403

北
口

2
.100

淵

1
.305

桑
元

0
.812

南
浦
妙

3
.214

天
役

3
.214

増
坪

0
.322

(注
)
『農
業
経
営
成
績
調
査
報
告
第
５
輯
耕
地
利
用
に
関
す
る
調
査
』
34～
37頁
よ
り
,
筆
者
が
修
正

小
麦

西
瓜

越
瓜

里
芋

大
正

13
年

同
14
年

昭
和
１
年

同
２
年

同
３
年

同
４
年

同
５
年

同
６
年

同
７

年
同

８
年

白
菜

体
菜

水
菜

ホ
ー
レ
ン
草

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

小
麦

麦
大
根

小
麦

水
稲

水
稲

ホ
ー
レ
ン
草

水
稲

�
麦

ホ
ー
レ
ン
草

水
稲

小
麦
西
瓜

大
根

体
菜

ホ
ー
レ
ン
草

蚕
豆

�
麦
茄

子梨

小
麦

�
麦

水
稲

�
麦

西
瓜

水
稲

麦
チ
シ
ヤ
水
稲

ホ
ー
レ
ン
草

水
稲

蚕
豆

水
稲

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

水
稲

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

麦
西
瓜

蚕
豆

白
菜
大
根
水
菜

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

ホ
ー
レ
ン
草

菜
豆

ウ
ド
苗

牛
蒡

水
稲

小
麦

水
稲
ホ
ー
レ
ン
草

麦
水
稲

蚕
豆

�
麦

小
麦
西
瓜
里
芋

水
菜

白
菜
体
菜

ウ
ド
苗

牛
蒡
新
菊

水
稲

水
稲

水
稲

ホ
ー
レ
ン
草

水
稲

ホ
ー
レ
ン

草

ホ
ー
レ
ン

草

ホ
ー
レ
ン

草
水
稲

蚕
豆

�
麦

小
麦

西
瓜

水
稲

体
菜

菜
豆

蚕
豆

�
麦

�
麦

�
麦

�
麦

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲水

稲
水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

水
稲

体
菜
大
根
白
菜
豌
豆
水
菜

水
稲

西
瓜

茄
子

体
菜

蚕
豆

ホ
ー
レ
ン
草

ホ
ー
レ
ン
草

ホ
ー
レ
ン
草

馬
鈴
薯

西
瓜

小
麦

ホ
ー
レ
ン
草

ホ
ー
レ
ン

草

�
麦

�
麦

�
麦

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

水
稲

紫
雲
英

小
麦

小
麦

小
麦

ホ
ー
レ
ン
草

ザ
ー
ト

ウ
イ
ツ
ケ
ン

牛
蒡

ホ
ー
レ
ン
草

蚕
豆

西
瓜

西
瓜

里
芋

小
麦

蚕
豆

小
麦

土
芋

ウ
ド

白
菜

体
菜

西
瓜

小
麦

�
麦

小
麦

ウ
ド 麦

菜牛蒡

ホ
ー
レ
ン
草

ホ
ー
レ
ン
草

麦

�
麦

ナ
タ
ネ

小
麦

水
稲

水
稲

小
麦

大
根

白
菜

�
麦

体
菜

大
根

白
菜

里
芋

ウ
ド
苗

蚕
豆

ウ
ド

菜
豆

体
菜
ホ
ー
レ
ン
草

牛
蒡

一
寸
豆

年
次

小
字



て
お
り
、
品
種
と
し
て
は
改
良
旭
が
六
二
％
を
占
め
て
い
た
。
裏
作
の

二
毛
作
は
八
〇
％
の
作
付
で
、
裸
麦
が
五
二
％
、
小
麦
二
九
％
、
ソ
ラ

マ
メ
が
九
％
、
紫
雲
英
が
四
％
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
一
二

年
の
調
査
で
は

(

�)

、
ス
イ
カ
は
四
、
五
年
の
輪
作
で
行
わ
れ
、
後
作
に
は

白
菜
、
大
根
、
そ
の
ほ
か
秋
野
菜
、
そ
し
て
ソ
ラ
マ
メ
な
ど
が
作
ら
れ

て
い
た
。

自
著

『

日
本
農
法
史
研
究』

で
は
、
磯
城
郡
多
村
秦
庄

(

現
田
原
本

町)

の
秦
英
雄
家
の
昭
和
三

(

一
九
二
八)

〜
九
年
の
作
り
ま
わ
し
を

紹
介
し
た
が

(

�)

、
さ
ら
に
帝
国
農
会
の
調
査
に
よ
り
、
大
正
一
三

(

一
九

二
四)

年
か
ら
昭
和
八

(

一
九
三
三)

年
ま
で
の
個
別
農
家
の
作
り
ま

わ
し
を
紹
介
し
て
お
こ
う

(

�)

。
表
１
の
高
市
郡
真
菅
村
地
黄(

現
橿
原
市)

の
森
田
熊
太
郎
家
で
は
、
二
毛
作
田
の
み
で
平
均
一
町
二
反
七
畝
半
の

作
付
を
し
て
お
り
、
ス
イ
カ
は
平
均
一
反
、
ソ
ラ
マ
メ
は
平
均
約
九
畝

半
と
な
っ
て
い
る
。
緑
肥
に
す
る
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ(

ザ
ー
ト
ウ
ィ
ッ

ケ
ン)

は
大
正
一
三
年
か
ら
昭
和
四
年
ま
で
、
平
均
二
反
八
畝
半
ほ
ど

作
ら
れ
た
が
、
実
験
的
な
も
の
だ
っ
た
。
稲
と
ス
イ
カ
の
田
畑
輪
換
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
田
畑
輪
換
と
は
、
本
来
表
作
に
水
田

と
し
て
稲
を
作
付
す
る
か
わ
り
に
、
畑
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
。

後
作
に
は
、
ほ
う
れ
ん
草
、
白
菜
、
体
菜
な
ど
多
彩
な
野
菜
が
作
ら
れ

て
い
た
。

田
原
本
町
法
貴
寺
の
萩
原
善
太
郎
は
、
西
瓜
の
採
種
家
と
し
て
有
名

で
、
民
間
初
の
Ｆ
１
種

｢

富
研
号｣

を
生
み
出
し
、｢

萩
原
農
場｣

と

し
て
西
瓜
の
品
種
改
良
と
普
及
に
努
め
た
。
聞
き
取
り
で
も
善
太
郎
さ
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表２ 秦之庄と保津の農家の作りまわし

耕地
番号

昭 25 昭 26 昭 27 昭 28 昭 29 昭 30 昭 31 昭 32

表 作 裏作 表 作 裏作 表 作 裏作 表 作 裏作 表 作 裏作 表 作 裏作 表 作 裏作 表 作 裏作

秦之庄 1 西 瓜 小麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 ほ草 稲 小麦 西 瓜 ほ草 稲 裸麦

2 稲 小麦 西 瓜 小麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 ほ草 稲 裸麦 稲 ほ草 稲 裸麦

3 トマト
―晩稲 ほ草 稲 小麦 西 瓜 小麦 稲 裸麦 稲 裸麦胡瓜―晩稲 ほ草 稲 小麦 西 瓜 白菜

4 稲 裸麦 稲 裸麦 トマト
―晩稲 裸麦 稲 裸麦 稲 小麦 西 瓜 小麦 稲 裸麦 稲 裸麦

5 稲 裸麦 トマト
―晩稲 裸麦 稲 小麦 稲 ほ草 トマト

―晩稲 裸麦西瓜―晩稲 裸麦 稲 ほ草胡瓜―晩稲 裸麦

6 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 ほ草 稲 裸麦 稲 ほ草 稲 裸麦 稲 ほ草 稲 裸麦

7 稲 裸麦 稲 ほ草 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 ほ草 稲 裸麦 稲 ほ草

8 苗 床 野菜 苗 床 野菜 苗 床 野菜 苗 床 野菜 苗 床 野菜 苗 床 野菜 苗 床 野菜 苗 床 野菜

9 桃 大根 桃 大根 桃 大根 桃 野菜 桃 野菜 桃 カボ
チャ 桃 野菜 桃 野菜

保 津 1 ま瓜―晩稲 裸麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 裸麦 稲 小麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 小麦

2 稲 小麦ま瓜―晩稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 ほ草ま瓜―晩稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦

3 稲 裸麦ま瓜―晩稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦ま瓜―晩稲 裸麦 稲 裸麦 稲 小麦

4 稲 裸麦 稲 裸麦ま瓜―晩稲 小麦 稲 裸麦 稲 小麦 稲 裸麦ま瓜―晩稲 ほ草 稲 裸麦

5 稲 小麦 稲 裸麦 稲 裸麦ま瓜―晩稲 裸麦 稲 裸麦 稲 小麦 稲 小麦西瓜―晩稲 裸麦

6 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦ま瓜―晩稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦ま瓜―晩稲 小麦

7 稲 裸麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦

8 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦 稲 裸麦

(注) ｢晩稲｣ は晩植水稲, ｢ほ草｣ はほうれん草, ｢ま瓜｣ はまくわ瓜をいう｡
(注) 『田畑輪換の経営構造』 148頁より, 筆者が修正



ん
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
。
萩
原
農
場
は
農
家
に
と
っ
て
新
た
な
情
報

源
で
新
技
術
や
新
品
種
な
ど
を
知
り
、
肥
料
な
ど
も
購
入
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た

(

�)

。

次
に
戦
後
の
作
り
ま
わ
し
の
様
子
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
奈
良
盆
地

の
稲
と
ス
イ
カ
の
田
畑
輪
換
は
、
当
時
に
お
い
て
今
後
の
日
本
農
業
の

方
向
性
と
し
て
水
田
輪
作
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
調
査
が
行
わ
れ
た

(

�)

。
ま
ず
、
表
２
で
昭
和
二
五

(

一
九
五
〇)

〜
三

二
年
の
磯
城
郡
田
原
本
町
の
農
家
の
例
を
紹
介
し
よ
う

(

�)

。
秦
之
庄
の
農

家
は
一
町
六
反
の
作
付
で
六
年
に
一
回
の
ス
イ
カ
、
ト
マ
ト
・
胡
瓜
―

晩
植
水
稲
の
カ
ラ
ケ
作
を
行
な
っ
て
い
る
。
桃
の
ぐ
ろ
作
が
残
っ
て
お

り
、
一
枚
の
田
は
野
菜
の
苗
床
と
し
て
連
作
し
て
い
る
。
保
津
の
農
家

は
九
反
六
畝
の
作
付
で
四
年
に
一
回
の
マ
ク
ワ
ウ
リ
―
晩
植
水
稲
の
田

畑
輪
換
を
行
な
っ
て
い
た
。
ソ
ラ
マ
メ
は
作
付
さ
れ
て
い
な
い
。
両
村

と
も
村
全
体
で
集
団
的
に
田
畑
輪
換
を
行
な
っ
て
い
た
。

同
じ
田
原
本
町
の
八
田
で
は
、
昭
和
三
四
年
の
資
料
か
ら

(

�)

、
ス
イ
カ

の
ほ
か
に
表
作
で
は
キ
ュ
ウ
リ
、
ゴ
ボ
ウ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ダ
イ
ズ
が
あ

り
、
二
月
か
ら
八
月
に
ト
マ
ト
が
入
っ
て
い
る
。
裏
作
で
は
ホ
ー
レ
ン

ソ
ウ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
菜
類
が
あ
り
、
多
彩
な
作
り
ま
わ
し
が
試

み
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
京
都
大
学
の
西
村
博
行
の
調
査
に
よ

る
と

(

�)

、
昭
和
二
九

(

一
九
五
四)

〜
三
一
年
の
中
和
平
坦
の
二
〇
村
ほ

ど
で
の
ス
イ
カ
の
前
後
作
を
み
る
と
、
前
作
は
裸
麦
が
多
く
、
ス
イ
カ

と
同
じ
時
期
に
は
サ
ト
イ
モ
、
ダ
イ
ズ
、
ナ
ス
、
そ
し
て
ト
マ
ト
が
入
っ

て
い
る
。
後
作
は
白
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
で
裸
麦

で
あ
る
。
一
村
だ
け
ソ
ラ
マ
メ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

個
別
農
家
の
史
料
か
ら

以
上
は
統
計
書
と
各
種
調
査
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
に

個
別
農
家
の
史
料
か
ら
以
上
の
推
移
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
現
在
の
磯

城
郡
田
原
本
町
法
貴
寺
の
前
西
家
は
、
戦
後
か
ら
ず
っ
と
毎
日
の
農
作

業
や
家
・
村
で
の
出
来
事
を
記
録
し
て
い
た
。
作
付
面
積
は
約
九
反
で

あ
る
。
毎
年
の
表
作
・
裏
作
を
小
字
の
田
一
枚
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の

が
表
３
で
あ
る

(

�)

。
昭
和
二
三(

一
九
四
八)

年
か
ら
五
六(

一
九
八
一)

年
ま
で
連
続
し
て
三
四
年
間
に
わ
た
っ
て
わ
か
る
。
こ
の
た
っ
た
一
枚

の
表
に
、
農
家
の
生
産
と
生
活
、
そ
し
て
意
欲
ま
で
が
表
現
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

米
と
麦
の
強
権
的
供
出
体
制
が
昭
和
二
一
年
頃
ま
で
続
き
、
自
由
な

作
付
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
昭
和
二
七
年
ま
で
は

｢

稲｣

と

書
か
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
昭
和
二
八

(

一
九
五
三)

年
か
ら
稲
の

品
種
名
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
農
家
の
稲
栽
培
、
増

産
へ
の
意
欲
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
稲
の
品
種
を
ア

ケ
ボ
ノ
、
東
海
旭
、
新
金
南
風
な
ど
と
次
々
と
変
え
て
い
る
の
も
、
よ

り
多
収
の
品
種
を
求
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

ス
イ
カ
が
表
作
で
毎
年
ど
こ
か
の
田
で
畑

(

カ
ラ
ケ
と
い
う)

と
し

て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
晩
稲
と
ス
イ

カ
の
田
畑
輪
換
が
、
戦
後
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ス
イ

カ
が
な
く
な
る
の
は
、
昭
和
四
〇
年
代
半
ば
で
あ
る
。
田
畑
輪
換
は
、

江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
形
を
変
え
な
が
ら
四
百
年
間
も
の
間
続
け
ら
れ

て
お
り
、
奈
良
盆
地
の
伝
統
的
な
作
り
ま
わ
し
で
あ
っ
た
。

そ
の
場
合
、
大
字
内
の
小
字
全
体
を
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
て
畑
に
す
る
こ
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と
が
多
か
っ
た
。
村
の
年
初
の
寄

り
合
い
な
ど
で
、
ど
こ
を
畑
地
化

す
る
の
か
決
め
た
。
そ
の
た
め
、

村
人
ど
う
し
で
貸
し
借
り
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
小
字
東
田
や
小
字

浦
田
な
ど
で

｢

代
り｣

と
書
か
れ

て
い
る
の
が
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
作
り
ま
わ
し
は
村
の
世
間
も

お
互
い
に
ま
わ
し
て
い
く

｢

世
ま

わ
し｣

で
あ
っ
た
の
だ
。

も
う
一
つ
特
徴
的
な
こ
と
が
あ

る
。
昭
和
四
〇

(

一
九
六
五)

年

の
裏
作
を
最
後
に
蚕
豆
が
消
え
て

し
ま
う
。
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ

ま
で
は
ど
こ
か
の
田
で
作
ら
れ
て

い
た
。
古
く
は
救
荒
用
と
し
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
空
中
窒
素
を
固
定
化
す
る
マ

メ
科
作
物
な
の
で
地
力
維
持
の
機

能
を
果
た
し
て
き
た
。
実
は
こ
の

蚕
豆
、｢

大
和
豆｣

、｢

大
和
の
青

空｣

な
ど
と
呼
ば
れ
る
く
ら
い
江

戸
時
代
の
初
め
か
ら
営
々
と
四
百

年
間
に
わ
た
っ
て
作
り
続
け
ら
れ

大和農法の伝統と変容 23( 6 )

前西家の作りまわし

32 33 34 35 36 37 38 39 (1964)
裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表
小麦 糯 キクナ

採種
東海
旭

小麦 旭モ
チ

キクナ
採種

東海旭 東海旭 東海
旭

東海旭 旭糯

ボ トマト
里芋

蚕豆・葱
白菜

アケ
ボノ

小麦 東海
旭

小麦 東海旭 小麦 モチ 小麦 東海
旭

小麦 東海旭 小麦 東海旭

ニ 裸麦
胡瓜

ミホ
ニシキ

小麦移植 新金
南風

６畝西
瓜地替

アケ
ボノ

胡瓜 アケボノ 小麦 東海旭 モチ 東海旭 新金

ボ 小麦 アケボノ 小麦 アケ
ボノ

胡瓜 黄金
千本

小麦 新金 小麦 東海旭 東海
旭

新金 東海旭

ボ 春白菜 ミホ
ニシキ

裸麦
胡瓜

旭モ
チ

小麦 アケ
ボノ

胡瓜 アケボノ 小麦 東海旭 ホウレン
草採種

東海
旭

小麦 新金 キクナ採種 新金採種

ボ 裸麦 西瓜・
白菜

小麦 新金
南風

裸麦
甜瓜

東海
旭

小麦 東海旭採種 胡瓜 新金 金発 小麦 旭モチ 裸麦 西瓜，ホ
ウレン草

小麦 アケボノ 西瓜替り，
三田

西瓜・
白菜

馬鈴薯 東海
旭

馬鈴薯 東海旭 西瓜 ホウレ
ン草

金発 苗代 東海旭 胡瓜 新金

ボ 甜瓜 ミホ
ニシキ

小麦・牛蒡
玉葱

アケ
ボノ

小麦 東海
旭

７畝
西瓜

５畝白菜
コケタで糯

小麦 東海旭 胡瓜 東海
旭

牛蒡 東海旭 甘藍，ホウ
レン草採種

新金

ボ 小麦 アケボノ 小麦 アケ
ボノ

小麦 東海
旭

小麦 東海旭 小麦 東海旭 春白菜 金発 東海旭 小麦 新金

金発 西瓜 ホウレ
ン草

小麦
甘藍

新金

金発 胡瓜一部
ハウス

東海旭 茄子・甘藍
牛蒡

新金

47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 (1981)
裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表
モチ 稲 稲 フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ

稲 稲 稲 フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ

稲 稲 稲 胡瓜
秋茄子

フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ
苺

フヨウ
半促苺

稲 胡瓜 苺 苺
フヨウ

フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ

稲 モチ 稲 フヨウ フヨウ フヨウ モチ フヨウ フヨウ フヨウ

トマト 稲 モ
チ

アキツ
ホ

部々上
トマト

苺
秋茄子

ホウレン草採
種，フヨウ

苺，フ
ヨウ

半促苺トマ
ト, 促苺

促苺，半
促トマト

西瓜代り
前川の大塚

稲 稲 フヨウ アキツホ モチ フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ

稲 稲 稲 フヨウ アキツホ
苺

フヨウ フヨウ フヨウ 西瓜
苺苗

フヨウ
半促苺

稲 稲 稲 フヨウ フヨウ アキツ
ホ

小川代る 小川代る フヨウ フヨウ

稲 稲 稲 部々下
苺・秋茄子

フヨウ アキツホ
トマト

トマト トマト苗
ホウレン草

促トマト
ホウレン草

稲 上トマト
下胡瓜

稲 フヨウ フヨウ 胡瓜
トマト

苺 苺
胡瓜

苺
甘藍

フヨウ
西瓜採種

稲 稲 モチ フヨウ 胡瓜 フヨウ フヨウ フヨウ フヨウ 苺苗

稲 稲 稲 トマト
苺

胡瓜苗 フヨウ フヨウ 西瓜 フヨウ フヨウ



て
い
た
。
大
字
横
田
で
は
、｢

五

月
の
川
浚
い
の
時
は
、
田
ん
ぼ
の

ソ
ラ
マ
メ
は
食
い
放
題｣

と
い
う

慣
行
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る

(

�)

。

昭
和
四
二

(

一
九
六
七)

年
か

ら
再
び
稲
品
種
が
書
か
れ
な
く
な

り
、
五
〇
年
以
降
フ
ヨ
ウ
種
の
み

と
な
る
。
昭
和
四
五
年
か
ら
の
減

反
で
、
農
家
の
米
へ
の
熱
意
は
失

せ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、

昭
和
四
〇
年
代
か
ら
農
業
生
産
の

中
心
は
何
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
昭
和
三
八

(

一
九
六
三)

年

に
小
字
宮
の
角
の
田
の
一
部
に
ハ

ウ
ス
が
入
り
、
胡
瓜
や
茄
子
が
栽

培
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
そ
し
て

小
字
宮
の
角
と
小
字
部
々
が
固
定

式
の
ハ
ウ
ス
と
な
っ
て
、
イ
チ
ゴ

中
心
の
経
営
に
変
わ
る
。
裏
作
麦

は
昭
和
四
二

(

一
九
六
七)

年
か

ら
作
ら
れ
な
く
な
る
。
昭
和
四
〇

年
代
か
ら
作
り
ま
わ
し
が
な
く
な

り
、
田
は
稲
単
作
と
な
り
、
固
定

式
の
施
設
園
芸
へ
と
変
わ
っ
た
の
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表３ 法貴寺・

小字 (反�畝)
昭和23 24 25 26 27 28 29 30 31
裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表

柳 田(0�7)
小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 馬鈴

薯
稲 菜種 糯 小麦 糯 小麦 糯 小麦 糯 小

丸 ノ 坪(1�2)
小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 裸麦 50号 小麦 50号 小麦 50号 トマト

春白菜
アケボ
ノ

東 田(1�2)
小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 糯

採種
小麦 稲 谷田七ノ坪

と代り甜瓜
十石 キクナ

採種
50号 上田五反田と

代り甜瓜
アケ
ボノ

裸麦 ミホニ
シキ

広 長(2�1)
小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦

馬鈴薯
十石 小麦 50号 小麦 アケ

ボノ
小麦 アケボ

ノ
小

五 反 田(0�8)
小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦 稲 小麦・蚕豆・

甜瓜
十石 裸麦・

胡瓜
アケ
ボノ

小麦 アケ
ボノ

小麦 アケボ
ノ

部 々(1�0)
稲 麦・

胡瓜
稲 小麦・里芋・
トマト

十石 トマト・
甘藍

アケ
ボノ

胡瓜・春白菜 十石 甜瓜 アケボ
ノ

浦 田(0�7)
小麦 糯 小麦 糯 麦 西瓜 小麦 稲 麦 稲 麦・胡瓜 十石 小麦 50号 前川田口部代り

西瓜・白菜
西瓜 白菜 小

イ サ ゴ(1�2)
小麦 稲 小麦 稲 稲 小麦 稲 小麦 稲 裸麦・西瓜・

白菜
十石 甘藍 50号 小麦 アケ

ボノ
胡瓜 アケボ

ノ

四 条 田(1�1)
小麦 稲 小麦 稲 麦 稲 麦 稲 麦・

西瓜
白
菜
裸麦 50号 ホウレン

草採種
62号
採種

小麦 アケ
ボノ

小麦 アケボ
ノ

小

部 々(1�0�08)

宮 の 角(2�3)

昭和40 41 42 43 44 45 46
裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表 裏 表

柳 田 新金 旭モチ 稲 稲 モチ 稲 稲

丸 ノ 坪 新金 新金 稲 稲 稲 モチ モチ

東 田
新金 小麦 新金 稲 稲 稲 稲 稲

広 長
小麦 新金 新金 稲 稲 稲 稲 稲

五 反 田 小麦 旭糯 新金 稲 稲 稲 稲 稲

部 々
春大根 坂本(溝田)と

代る｡ 新金
胡瓜 新金 稲 西瓜採種

ホウレン草
稲 稲 西瓜

採種

浦 田
苗代 新金 苗代 新金 稲 稲 稲 稲 稲

イ サ ゴ
裸麦 西瓜 ホウレン草

春大根
秋晴 西瓜替地

坂本ヒマン田
稲 稲 稲 稲

四 条 田
新金 新金 稲 稲 稲 稲 稲

部 々
蚕豆，ホウ
レン草採種

秋晴 茄子 新金 稲 モチ 稲 稲 胡瓜

宮 の 角
胡瓜・茄子 新金

茄子・野菜
裸麦 西瓜 稲 稲 上だけ

稲
上だけ
稲

稲

大 塚 (1�0�03)
稲 モチ 稲，茄子 稲 稲 トマ

ト

内 田 (1�1)
稲・
茄子

坂本大塚と代
り，(胡瓜)稲

稲 稲 稲 稲

(注) 田原本町法貴寺・前西英雄家文書「農家日記」などより, 筆者が作成
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Ａ家の農業生産

主要稲品種 備 考 小
麦

ト
マ
ト

キ
ウ
リ

苺 備 考 米反収
(石) 備 考

晩生糯 矢田神力 タ毛神力 朝日穂 昭和38 ○ ○ ○ 蚕豆なくなる 3.76

○ ○ 改良朝日米販売 旭穂 39 ○ ○ ○ ○ 苺はじまる 3.26

糯 旭早稲 ○ 旭穂 40 ○ ○ ○ 3.05

旭糯 ○ 矢田神力 ○ 41 麦
な
く
な
る

○ ○ ○ 苺にビニール入る 3.6

○ ○ 名古屋旭 ○ 42 ○ ○ ○ 3.90 耕耘機購入, 夏作と表記

○ ○ ○ ○ 青物, とまと, 桃(小林) 43 ○ ○ ○ ハウス,トンネル 3.53 鶏ニューカッスル病でやめる

○ ○ ○ ○ かぶら,ホーレン草,広島菜 44 ○ ○ ○ 3.3

○ ○ ○ ○ 農林２号 45 ○ ○ ○ 苺 3.5 減反

灰窒素, 過燐酸, 西瓜肥料, 配合肥料, 木灰 46 ○ ○ ○ 2.93 夏作, 稲作の表記区別なくなる

47 ○ ○ ○ 3.4 小型耕耘機購入

48 ○ ○ 3.67 稲刈機, 籾摺機 秋晴 フヨウ

49 ○ ○ 3.87 乾燥機購入 ○ ○

50 ○ ○ 3.75 田植機購入 ○ ○

旭糯 早稲 千本旭 旭 稲作と表記 51 ○ ○ 3.6 ○ ○

以下品種記載ナシ 52 ○ ○ 4.0 コンバイン購入 ○ ○

米供出 53 ○ ○ 4.25 ○ ○

麦作と表記 西瓜跡, 甘藍・馬鈴薯 54 ○ ○ 3.6 ○ ○

○ ○ 55 ○ ○ 3.7 運搬用
テーラー購入 アキツボ ○

麦, 小麦の供出 56 ○ ○ 3.63 ○ ○

○ 57 ○ 苺半促成 3.8 トラクター購入 ○ ○

○ ○ 58 3.1 ○ ○

○ ○ 59 3.73 ○ ○

○ 60 3.0 ○ ○

麦・小麦の自由販売 61 3.6 田植機購入 ○ ○

鶏はじめる 62 3.8 ○ ○

63 3.77 コンバイン購入

平成１ 苺宝交 ○ アスカ
ミノリ

２ 3.6 ○

耕耘機共同利用 ３ 苺トヨノカ

(1991)

トマト

トマト・キウリの共同出荷
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表４ 中城・

裸
麦
小
麦

菜
種

豌
豆
蚕
豆

米反収
(石) 主要稲品種 備 考 米反収

(石)

明治28 ○ ○ ○ ○ ● 2.27 須久美糯 山田穂 毛糯 国早稲 五目作，本作と表記 昭和４

29 ○ ○ ○ ○ ● 2.29 ○ 石塚穂 ○ ○ ５ 3.39

30 ○ ○ ○ ○ ● 1.8 ○ ○ 岡山穂 ６

31 ○ ○ ○ ○ ● 2.85 八条早稲 ○ 真力穂 ○ ７ 3.05

32 ○ ○ ○ ○ ● 2.57 ○ ○ ○ 赤糯 白真瓜,銀真瓜
畑�綿,茄子,西瓜,胡瓜

８ 3.44

33 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 油粕, 真粉粕, 種粕 ９ 2.72

34 ○ ○ ○ ○ ● 2.8 ○ ○ 山城穂 10 牛替, 福住, 都介に預け

35 ○ ○ ○ ● 2.12 ○ 中稲糯 中稲真力 ○ 11 3.03

36 ○ ○ ○ ○ 2.4 ○ ○ ○ ○ 12 肥料－大豆粕, 棉実粕, 硫安, 石灰窒

37 2.82 真力早稲 晩稲真力 ○ ○ 13

38 ○ ○ ○ ○ 14

39 記述ナシ ○ ○ ○ 15

40 2.80 ○ ○ ○ 交神力 真力→神力 16

41 3.0 ○ ○ 高知神力 ○ 17 3.38

42 二本早稲 ○ ○ ○ ブドウ, 梨
日本大西瓜,アイスクリーム 18 3.20

43 ○ ○ ○ ○ ● 2.75 ○ ○ ○ 茄子,胡瓜,三度豆,白瓜 19 裸麦
小
麦

菜
種

豌
豆

蚕
豆 3.0

44 2.96 ○ ○ ○ 役場穂 真瓜,南瓜,大角豆,芋など 20 ○ ○ ● 2.97

大正１ 大
麦 2.65 福早稲 ○ 三輪穂 ○ 21 ○ ○ ● 3.05

２ ○ ○ ○ ○ ● ○ 味間穂 ○ 22 ○ ○ ● 3.6

３ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 金摺 23 ○ ○ ○ ○ ● 3.3

４ ○ ○ ○ ○ 24 ○ ○ ○ ● 3.1

５ 沢田早稲 ○ 播州神力 ○ 青物, 梨(独逸, 長十郎) 25 ○ ○ ○ ○ ● 3.22

６ ○ ○ ○ ○ 26 ○ ○ ○ ● 3.4

７ ○ ○ ○ 朝日穂 27 ○ ○ ○ ● 3.52

８ ○ ○ ○ ○ 28 ○ ○ ○ ● 3.1

９ ○ ○ ○ 29 ○ ○ ● 3.28

10 ○ 生駒神力 ○ 青物, とからし 30 ○ ○ ● 3.91

11 稈田早稲 ○ ○ ○ 西瓜の大阪天満行 31 ○ ○ ● 3.47

12 ○ 矢田神力 ○ 晩生糯 32 ○ ○ ● 3.5

13 ○ ○ ○ ○ 西瓜の京都行 33 ○ ○ ● 3.46

14 ○ ○ ○ ○ 34 ○ ○ ●

昭和１ ○ ○ ○ ○ 牛あり, 上之郷預け 35 ○ ○ ● 3.63

２ ○ 夕毛神力 ○ 青物,ぬきな,葱,大根葉 36 ○ ○ ● 2.93

３ ○ ○ 朝日穂 37 ○ ○ ● 3.65

(1928) (1962)

(注) 大和郡山市中城町・Ａ家文書「萬野作覚帳｣ ｢生産高帳」より, 筆者が作成
●, ○は, 作物や品種が継続していることを示す｡



で
あ
る
。

さ
ら
に
別
の
農
家
記
録
を
紹
介
し
て
、
先
ほ
ど
の
前
西
家
の
作
り
ま

わ
し
の
変
化
を
確
か
め
て
お
こ
う
。
奈
良
盆
地
中
央
部
の
大
和
郡
山
市

中
城
町
の
Ａ
家
で
は
、
明
治
二
八

(

一
八
九
五)

年
か
ら
平
成
三

(

一

九
九
一)
年
現
在
ま
で
百
年
近
く
代
々
農
業
経
営
の
記
録
を
書
き
続
け

て
い
る

(

�)

。
残
念
な
が
ら
一
筆
ご
と
の
作
り
ま
わ
し
は
わ
か
ら
な
い
が
、

農
業
生
産
の
変
化
の
様
子
が
実
に
よ
く
わ
か
る
。
作
付
面
積
は
当
初
は

約
六
反
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
増
大
し
そ
の
後
は
一
町
前
後
で
あ
っ
た
。

表
４
に
よ
れ
ば
、
明
治
中
期
か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
ま
で
、
伝
統
的
な

作
り
ま
わ
し
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
明
治
二
八

(

一
八
九
五)

年
に
は

江
戸
時
代
か
ら
田
畑
輪
換
で
作
ら
れ
て
き
た
表
作
の
ワ
タ
は
な
く
な
っ

て
い
た
。
稲
作
に
力
が
注
が
れ
、
明
治
三
一
年
に
短
稈
で
穂
数
型
の

｢

真
力
＝
神
力｣

が
登
場
す
る
。
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は

多
収
の
神
力
時
代
と
言
っ
て
も
よ
く
、
早
稲
・
中
稲
・
晩
稲
の
神
力
、

高
知
・
播
州
・
矢
田
・
生
駒
と
他
府
県
や
県
内
か
ら
伝
え
ら
れ
た
神
力

の
有
力
品
種
が
作
ら
れ
て
い
く
。
明
治
二
七

(

一
八
九
四)
年
か
ら
大

正
一
三
年
ま
で
奈
良
県
の
米
反
収
は
全
国
一
位
と
な
り
、｢

奈
良
段
階｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
米
だ
け
で
は
食
べ
て
い
け
な
い
の
で
、
現
金
収
入
を
求
め

て
、
わ
ず
か
な
畑
で
野
菜
作
り
を
試
み
て
い
る
。
明
治
四
二

(

一
九
〇

九)

年
に
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
ス
イ
カ
や
、
胡
瓜
・
白
瓜
・

真
瓜
な
ど
の
瓜
類
、
三
度
豆
・
大
角
豆
な
ど
の
豆
類
、
そ
し
て
茄
子
、

芋
な
ど
数
多
く
の
野
菜
を
作
っ
て
み
て
い
る
。

ま
た
、
田
で
は
一
部
を
盛
り
上
げ
た

｢

ぐ
ろ｣

で
ブ
ド
ウ
や
梨
、
桃

の
果
樹
栽
培
を
や
っ
て
い
る
。
大
正
五
年
に
は
独
逸

(

ド
イ
ツ)

と
長

十
郎
の
品
種
名
が
、
桃
で
は
昭
和
九
年
に
白
桃
と
小
林
と
い
う
品
種
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。

青
物
や
ス
イ
カ
の
売
り
上
げ
が
詳
し
く
書
き
始
め
ら
れ
る
の
は
、
大

正
一
〇

(

一
九
二
一)

年
か
ら
で
あ
る
。
米
か
ら
重
点
が
移
っ
て
い
っ

た
。
近
く
の
奈
良
、
郡
山
、
櫟
本
だ
け
で
な
く
、
大
正
一
一
年
に
は
大

阪
の
天
満
と
名
古
屋
へ
、
一
三
年
に
は
京
都
へ
出
荷
し
て
い
る
。

昭
和
九

(

一
九
三
四)

年
に
初
め
て

｢

と
ま
と｣

が
登
場
す
る
。
そ

し
て
、
か
ぶ
ら
、
ホ
ー
レ
ン
草
、
広
島
菜
な
ど
が
出
て
き
て
、
多
彩
な

野
菜
つ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
稲
は
大
正
七
年
に
朝
日
＝
旭
穂
が
初
め

て
登
場
し
、
以
後
次
第
に
神
力
系
統
品
種
か
ら
脱
粒
性
は
強
い
が
品
質

が
良
く
て
高
く
売
れ
る
改
良
朝
日
、
旭
糯
、
名
古
屋
旭
、
千
本
旭
な
ど

旭
系
統
品
種
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

昭
和
一
九

(

一
九
四
四)

年
か
ら
米
の
供
出
が
は
じ
ま
り
、
麦
の
供

出
は
昭
和
二
二
年
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
二
七
年
か
ら
麦
の
自
由
販
売
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
三
三

(

一
九
五
八)

年
に
養
鶏
を
始
め
て

現
金
収
入
の
途
を
多
角
的
に
開
い
て
い
く
。
し
か
し
、
昭
和
四
三
年
に

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
が
流
行
し
止
め
て
い
る
。
裏
作
で
は
昭
和
三
八
年

か
ら
蚕
豆
が
な
く
な
り
、
四
一
年
に
麦
が
消
え
て
い
る
。
昭
和
四
五

(
一
九
七
〇)

年
に
米
の
減
反
が
始
ま
っ
て
い
る
。

昭
和
三
五

(

一
九
六
〇)

年
か
ら
ト
マ
ト
が
入
り
、
キ
ュ
ウ
リ
を
組

み
合
わ
せ
た
作
型
と
な
っ
た
。
ト
マ
ト
は
戦
前
に
作
っ
て
み
た
経
験
が

生
き
て
い
た
。
そ
し
て
昭
和
三
七
年
か
ら
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ
の
共
同

大和農法の伝統と変容 19( 10 )



出
荷
を
行
っ
て
い
る
。
三
九
年
か
ら
は
イ
チ
ゴ
を
加
え
て
い
る
。
四
一

年
に
初
め
て
小
型
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
入
れ
、
四
三
年
に
養
鶏
を
や

め
た
の
を
機
に
ト
ン
ネ
ル
型
ハ
ウ
ス
を
入
れ
て
、
本
格
的
な
イ
チ
ゴ
と

秋
ト
マ
ト
の
作
型
の
施
設
園
芸
の
農
業
経
営
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
同
家
の
昭
和
四
〇
年
前
後
で
の
作
り
ま
わ
し
の
消
滅

は
、
先
の
前
西
家
と
ほ
と
ん
ど
一
緒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
大
和
郡
山
市
新
庄
町
の
森
田
家
の
メ
モ
か
ら
紹
介
す
る

(

�)

。
新

庄
町
で
は
明
治
以
降
水
田
を
築
き
上
げ
て

｢

ぐ
ろ｣

で
梨
を
栽
培
し
た
。

品
種
は
長
十
郎
梨
で
大
阪
天
満
市
場
に
出
荷
し
、｢

大
和
梨｣

と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
た
。
し
か
し
大
正
五
、
六
年
頃
よ
り
果
実
に
虫
が

入
り
品
質
が
低
下
し
、
新
興
産
地
の
静
岡
梨
に
負
け
て
い
く
。
自
家
用

を
除
き
消
滅
し
た
。
代
わ
り
に
新
庄
町
は
砂
質
土
壌
で
排
水
も
良
か
っ

た
の
で
、
自
家
用
の
ワ
タ
作
、
裏
作
と
し
て
自
家
用
の
食
用
油
と
燈
明

用
の
ナ
タ
ネ
が
栽
培
さ
れ
た
。

ス
イ
カ
栽
培
は
大
正
初
期
か
ら
黒
皮
ス
イ
カ
で
始
ま
り
、
続
い
て
白

皮
ス
イ
カ

(

ア
イ
ス
ク
リ
ン)

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
大
正
一
四

(

一

九
二
五)

年
か
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ン
と
甘
露
ス
イ
カ
を
掛
け
合
わ
せ
た
縞

皮
の

｢

新
大
和
西
瓜｣

が
主
力
と
な
る
。
自
然
発
芽
さ
せ
露
地
栽
培
や

硫
酸
紙
キ
ャ
ッ
プ
栽
培
で
作
ら
れ
、
大
阪
、
京
都
、
尼
崎
そ
の
他
に
出

荷
さ
れ
た
。
新
庄
町
の
ス
イ
カ
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
の
評
価
を
受
け
て

い
た
。
昭
和
三
年
頃
よ
り
、
裏
作
や
ス
イ
カ
跡
に
ケ
シ
栽
培
が
始
ま
っ

た
。
ケ
シ
は
栽
培
も
手
数
が
か
か
る
が
、
収
益
が
多
い
の
で
、
採
取
に

四
、
五
人
も
雇
っ
て
昭
和
一
五
年
く
ら
い
ま
で
続
け
た
。

し
か
し
、
ス
イ
カ
も
ケ
シ
も
戦
争
に
よ
る
米
麦
な
ど
の
増
産
命
令
の

た
め
中
止
と
な
り
、
戦
後
は
食
糧
難
で
米
・
麦
・
小
麦
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
豆
類
の
供
出
が
続
い
た
。

敗
戦
後
に
ト
マ
ト
栽
培
が
復
活
し
、
板
囲
い
で
油
障
子
を
張
っ
て
育

苗
し
、
五
月
上
旬
に
露
地
に
定
植
し
た
。
昭
和
三
〇
年
頃
よ
り
は
、
三

月
中
旬
に
定
植
す
る
半
促
成
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

品
種
は

｢

福
寿
二
号
ト
マ
ト｣

で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
ま
で
は
食
糧
増
産

の
た
め
、
ト
マ
ト
収
穫
後
の
七
月
二
〇
日
頃
よ
り
晩
植
の
水
稲
を
し
た
。

昭
和
四
五
年
よ
り
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
完
全
に
移
行
し
た
。
品
種

は

｢

米
寿｣

で
あ
り
、
平
成
二
年
よ
り

｢

桃
太
郎｣

に
変
わ
っ
た
。

イ
チ
ゴ
は
昭
和
三
〇
年
頃
よ
り
露
地
で
栽
培
を
始
め
、
品
種
は

｢

里

イ
チ
ゴ｣

で
あ
っ
た
。
ト
マ
ト
同
様
、
収
穫
後
は
晩
植
の
水
稲
を
し
た
。

昭
和
四
〇
年
頃
よ
り
ハ
ウ
ス
栽
培
に
移
行
し
て
い
き
、
蜜
蜂
に
よ
る
受

粉
を
行
っ
た
。
昭
和
六
〇
年
頃
の
品
種
は

｢

宝
交｣

で
、
六
三
年
か
ら

｢

豊
の
香｣

に
変
わ
っ
た
。

以
上
、
各
種
資
料
や
個
別
農
家
の
史
料
を
ま
と
め
る
と
、
一
四
・
五

世
紀
か
ら
の
ソ
ラ
マ
メ
を
軸
と
し
た
大
和
農
法
の
伝
統
的
な
作
り
ま
わ

し
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に
、
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
の
導
入
に
よ
る
施
設
園

芸
の
展
開
に
よ
り
消
滅
し
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
章

農
具
な
ど
の
動
き

統
計
資
料
と
各
種
調
査
か
ら

次
に
農
具
な
ど
の
変
化
を
見
て
お
こ
う
。
奈
良
県
統
計
書
に
よ
れ
ば

(

�)

、
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牛
耕
率
は
明
治
四
四

(

一
九
一
一)

年
で
全
県
で
三
八
・
九
％
で
あ
る
。

南
葛
城
郡
が
八
六
・
三
％
、
生
駒
郡
が
七
一
・
四
％
に
対
し
、
山
辺
郡

が
一
二
・
三
％
、
磯
城
郡
が
一
一
・
五
％
と
地
域
差
が
大
き
か
っ
た
。

大
正
九
年
に
お
い
て
も
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
全
県
で
四
二
・
八
％
、
南

葛
城
郡
が
八
五
・
三
％
に
対
し
、
磯
城
郡
は
一
二
・
九
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
一
一

(

一
九
三
六)

年
に
な
る
と
、
北
和
平
坦
で
春

の
牛
耕
率
は
七
八
％
、
中
和
平
坦
で
も
急
激
に
増
え
て
約
七
〇
％
に
ま

で
な
っ
て
い
た
。
耕
深
は
と
も
に
四
〜
五
寸
で
あ
っ
た
。
残
り
は
両
地

域
と
も
備
中
鍬
に
よ
っ
て
い
た

(
�)

。
昭
和
一
二
年
の
秋
の
耕
耘
は
平
坦
部

で
は
約
七
〇
％
で
あ
っ
た

(

�)

。
昭
和
一
六
年
で
は
、
県
全
体
で
七
六
％
、

南
葛
城
郡
が
九
〇
％
、
生
駒
郡
が
七
五
％
、
山
辺
郡
が
七
〇
％
、
磯
城

郡
が
六
五
％
と
な
っ
て
い
た

(

�)

。
こ
う
し
た
全
県
的
な
犂
耕
の
普
及
に
と

も
な
い
、
奈
良
県
農
会
は
昭
和
一
一
年
三
月
に
、
各
郡
市
三
名
ず
つ
を

選
ん
で
競
犂
会
を
行
っ
て
い
る

(

�)

。

ま
た
、
昭
和
一
六

(

一
九
四
二)

年
の
帝
国
農
会
の
綿
谷
赳
夫
の
調

査
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば

(

�)

、
山
辺
郡
二
階
堂
村
小
田
中

(

現
天
理
市)
の
自

作
農
家
で
は
、
大
正
一
〇

(

一
九
二
一)

年
よ
り
そ
れ
ま
で
の
長
床
犂

に
変
え
て
、
高
北
式
と
類
似
し
た
西
風
式
短
床
犂
を
使
い
始
め
、
四
寸

の
深
耕
が
可
能
と
な
っ
た
と
あ
る
。
磯
城
郡
大
福
村
東
新
堂

(

現
桜
井

市)

の
小
作
農
家
は
、
大
正
八
、
九
年
頃
よ
り
高
北
式
一
六
号
を
使
い

始
め
、
四
寸
の
耕
深
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
近
代
短
床
犂
を
当

時
の
農
家
は

｢

ハ
イ
カ
ラ｣

と
呼
ん
で
珍
重
し
、
他
に
も

｢

改
良
カ
ラ

ス
キ｣

｢

高
北｣

な
ど
と
呼
ん
で
い
た

(

�)

。
以
上
の
よ
う
に
、
奈
良
盆
地

の
中
央
部
で
は
、
大
正
後
期
よ
り
牛
耕
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か

る
。次

に
村
内
で
の
犂
耕
に
必
要
な
牛
の
所
有
状
況
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

昭
和
一
二

(

一
九
三
七)

年
の
高
市
郡
真
菅
村
地
黄
で
は
、
全
四
〇
戸

で
牛
は
五
戸
に
五
頭
い
た
。
三
戸
の
地
主
兼
自
作
で
一
戸
、
三
戸
の
自

作
で
一
戸
、
二
戸
の
地
主
兼
自
作
で
一
戸
で
あ
り
、
そ
の
他
の
一
〇
戸

の
自
小
作
と
二
二
戸
の
小
作
で
は
所
有
し
て
い
な
い

(

�)

。
昭
和
一
四
年
の

磯
城
郡
川
東
村
法
貴
寺
で
は
、
全
八
九
戸
の
う
ち
一
九
・
半
頭
所
有
し

て
い
た
。
地
主
自
作
は
一
〇
戸
中
の
四
戸
、
自
作
の
一
六
戸
中
で
二
戸

が
各
一
頭
、
一
戸
が
自
小
作
と
共
有
。
自
小
作
二
七
戸
中
の
七
戸
が
各

一
頭
、
一
戸
が
自
作
と
共
有
。
小
作
三
六
戸
中
で
は
五
戸
が
各
一
頭
と

な
っ
て
い
た

(

	)

。
盆
地
平
坦
部
で
は
、
春
と
秋
の
使
役
時
以
外
は
、
山
間

部
に
預
け
牛
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

戦
前
に
お
い
て
動
力
耕
耘
機
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
昭
和
二
七

(

一
九

五
二)

年
で
全
県
六
九
八
三
一
戸
中
、
五
一
台
で
個
人
所
有
が
四
〇
台
、

共
同
所
有
が
一
一
台
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ン
ク
型
が
一
五
台
、
ロ
ー
タ
リ
ー

型
が
一
五
台
、
そ
の
他
が
二
一
台
で
あ
る

(


)

。
村
別
の
状
況
を
み
る
と
昭

和
三
四

(

一
九
五
九)

年
で
磯
城
郡
川
東
村
八
田
で
全
九
〇
戸
で
、
七

戸
で
一
台
の
共
同
所
有
が
二
グ
ル
ー
プ
あ
り
、
高
市
郡
耳
成
村
葛
本

(

現
橿
原
市)

で
全
三
〇
戸
で
、
一
四
戸
で
一
台
、
一
一
戸
で
一
台
の

共
同
所
有
で
あ
っ
た

(

�)

。

次
い
で
細
か
く
は
紹
介
し
な
い
が
、
脱
穀
は
千
歯
扱
か
ら
大
正
末
期

か
ら
昭
和
に
入
っ
て
足
踏
の
回
転
式
脱
穀
機
に
替
わ
る
。
戦
後
に
は
動
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力
式
脱
穀
機
が
共
同
所
有
か
ら
個
人
所
有
へ
と
普
及
し
て
い
く
。
籾
摺

り
は
土
臼
か
ら
大
正
期
頃
よ
り
人
力
籾
摺
機
に
替
わ
り
、
戦
前
に
は
動

力
籾
摺
機
が
入
っ
て
い
る
。

田
畑
へ
の
灌
漑
に
つ
い
て
は
、
戦
前
か
ら
ヒ
ュ
ー
ガ
ル
ポ
ン
プ
な
ど

が
共
同
使
用
で
入
り
だ
す
が
、
昭
和
二
七

(

一
九
五
二)

年
の
調
査
で

も
、
ヒ
ュ
ー
ガ
ル
ポ
ン
プ
、
バ
ー
チ
カ
ル
ポ
ン
プ
そ
の
他
で
、
全
県
六

九
八
三
一
戸
で
、
共
同
が
八
一
〇
戸
、
個
人
使
用
が
一
四
九
六
戸
に
と

ど
ま
っ
て
い
た

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
農
業
に
お
け
る
機
械
化
は
奈
良
県
に
お

い
て
は
、
戦
後
の
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
に
進
ん
で
い
っ

た
と
い
え
よ
う
。

個
別
農
家
の
史
料
か
ら

以
上
の
戦
前
か
ら
戦
後
の
農
具
な
ど
の
動
き
を
、
再
び
個
別
農
家
の

史
料
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。
中
和
平
坦
部
で
の
牛
耕
の
進
展
を
個
別

農
家
の
史
料
で
確
認
す
る
と

(

�)

、
田
原
本
町
の
秦
之
庄
の
松
井
家
は
、
大

正
一
二

(

一
九
二
三)

年
に
牛
一
頭
と
か
ら
す
き
を
購
入
し
、
同
町
阿

部
田
の
松
井
家
は
大
正
一
四
年
に
牛
、
翌
一
五
年
に
唐
鋤
を
購
入
し
、

同
町
東
但
馬
の
高
井
家
は
大
正
一
二
年
に
子
牛
を
購
入
し
て
い
る
。
同

町
宮
古
の
石
橋
家
は
昭
和
七
年
に
牛
を
共
同
で
使
役
し
、
供
用
代
を
払
っ

て
い
る
。

次
は
大
和
郡
山
市
新
庄
町
の
森
田
家
の
場
合
で
あ
る

(

�)

。
明
治
三
〇
年

頃
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
大
字
内
の
一
町
五
反
ほ
ど
の
大
規
模
経
営

で
は
牛
で
耕
起
し
、
六
・
七
反
の
小
規
模
で
は
備
中
鍬
で
あ
っ
た
。
そ

の
他
の
農
具
と
し
て
は
、
鎌
、
金
鍬
、
平
鍬
、
鋤
、
鋤
簾(

じ
ょ
れ
ん)

、

稲
竿
、
稲
足
な
ど
が
あ
っ
た
。
調
整
用
と
し
て
米
麦
と
も
金
扱
き
で
穂

粒
を
引
き
抜
き
、
麦
の
脱
穀
は
唐
竿
で
打
ち
叩
い
て
実
を
取
り
、
米
は

臼
で
挽
い
て
籾
を
は
が
し
実
を
取
っ
て
い
た
。

大
正
七

(

一
九
一
八)

年
頃
よ
り
麦
の
調
整
は
手
で
動
か
す
麦
摺
機

が
出
現
し
、
大
正
九
年
頃
よ
り
麦
の
イ
ガ
分
け
用
と
し
て
手
廻
し
の
扇

風
機
が
登
場
し
た
。
稲
の
調
整
は
大
正
一
〇
年
以
降
足
踏
み
式
の
脱
穀

機

(

白
川
式
・
長
柄
式)

が
出
て
き
て
使
い
始
め
た
。
大
正
一
二
、
三

年
頃
よ
り
治
道
の
組
合
が
運
転
手
付
き
で
発
動
機
で
動
か
す
野
田
式
臼

挽
機
を
貸
し
出
す
よ
う
に
な
っ
て
、
大
変
便
利
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
麦
・
小
麦
・
雑
穀
の
調
整
機
も
発
動
機
に
よ
る
動

力
運
転
と
な
っ
た
。

昭
和
三
〇

(

一
九
五
五)

年
頃
よ
り
二
馬
力
の
石
油
発
動
機
に
よ
る

米
麦
脱
穀
機
が
登
場
し
た
。
米
麦
用
の
穀
物
乾
燥
機
は
、
練
炭
で
温
度

を
保
つ
箱
型
の
乾
燥
機
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
五
年
頃
よ
り
、
牛
に
変
わ
っ

て
田
を
耕
す
テ
イ
ラ
ー
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
三
八
年
頃
よ
り
五
、
六

馬
力
の
耕
耘
機
に
変
わ
る
。
昭
和
四
〇
年
に
稲
竿
に
掛
け
て
天
日
干
し

す
る
た
め
の
稲
結
束
機
が
登
場
し
、
四
八
年
頃
よ
り
刈
取
と
脱
穀
を
同

時
に
し
て
し
ま
う
コ
ン
バ
イ
ン
が
、
そ
し
て
石
油
に
よ
る
籾
乾
燥
機
も

出
て
き
た
。
昭
和
五
〇
年
代
に
は
籾
摺
り
も
優
秀
な
自
動
式
と
な
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
六
〇
年
代
に
は
手
押
し
の
耕
耘
機
に
変
わ
っ
て
乗
用
の
ト

ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。

先
ほ
ど
の
大
和
郡
山
市
中
城
町
の
Ａ
家
の
表
４
に
よ
れ
ば
、
戦
前
か

ら
預
け
牛
を
し
な
が
ら
飼
っ
て
い
た
牛
は
、
昭
和
三
二

(

一
九
五
七)

年
か
ら
耕
耘
機
の
共
同
使
用
が
は
じ
ま
り
飼
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
昭
和
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四
二

(

一
九
六
七)

年
の
自
家
用
の
耕
耘
機
を
購
入
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
昭
和
四
七
年
小
型
耕
耘
機
、
翌
年
に
稲
扱
機
と
籾
摺
機
、
四
八
年

乾
燥
機
、
四
九
年
田
植
機
、
昭
和
五
二

(

一
九
七
七)

年
コ
ン
バ
イ
ン
、

五
五
年
テ
ー
ラ
ー
、
昭
和
五
七
年
ト
ラ
ク
タ
ー
と
、
急
速
に
機
械
化
が

す
す
ん
で
い
っ
た
。
ま
さ
に
中
型
機
械
化(

一
貫)

体
系
の
確
立
で
あ
っ

た

(

�)

。
聞
き
取
り
に
よ
る
機
械
化
の
展
開

そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
入
っ
て
い
っ
た
の
か
を
、
聞
き
取

り
か
ら
紹
介
し
よ
う
。
昭
和
二
七

(

一
九
五
二)

、
八
年
頃
に
大
和
郡

山
市
中
城
の
あ
る
田
に
ク
ボ
タ
が
来
て
試
運
転
を
し
、
近
所
か
ら
大
勢

見
学
に
来
た
。
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
機
械
の
広
告
が
朝
日
新
聞
に
載
っ
た

の
で
、
静
岡
ま
で
見
学
に
行
っ
た
り
も
し
た
。
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
に
平

端
で
今
度
は
ヰ
セ
キ
が
試
運
転
を
し
た
。
こ
う
し
て
購
入
し
た
が
、
大

字
内
の
篤
農
家
に
一
畝
、
新
し
い
耕
耘
機
と
そ
れ
ま
で
の
カ
ラ
ス
キ
と

で
ど
う
出
来
が
違
う
か
、
試
験
を
し
て
も
ら
っ
た
。
自
分
で
イ
チ
ゴ
の

畝
つ
く
り
を
カ
ラ
ス
キ
で
し
た
要
領
で
耕
耘
機
で
し
た
が
、
ま
わ
り
の

村
人
は

｢

あ
ん
な
こ
と
で
イ
チ
ゴ
が
出
来
た
ら
、
お
日
様
が
西
か
ら
上

が
ら
い｣

と
笑
っ
て
、
様
子
見
を
し
て
い
た

(

�)

。
ま
た
、
別
の
大
字
で
は

昭
和
三
五
年
頃
に
テ
イ
ラ
ー
を
入
れ
て
田
を
耕
耘
し
た
が
、
ま
わ
り
は

｢

あ
ん
な
も
ん
で
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
や
っ
た
っ
て
、
お
米
が
出
来
る
か｣

と
冷
や
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う

(

�)

。

あ
る
大
字
で
は
最
初
は
共
同
で
使
用
し
た
。
昭
和
三
〇
年
代
初
め
か

ら
三
五
年
く
ら
い
ま
で
、
大
字
内
の
専
業
と
か
同
じ
年
配
、
経
営
規
模

が
同
じ
と
か
い
う
共
通
点
で
何
軒
か
で
共
同
購
入
し
た
。
農
協
か
ら
購

入
す
る
の
だ
が
、｢

耕
耘
機
使
い｣

と
い
う
運
転
手
と
い
う
か
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
派
遣
し
て
く
れ
て
使
用
方
法
を
学
ん
だ

(

�)

。
別
の
大
字
で
は
、
耕

耘
機
は
近
所
の
三
軒
で
共
同
購
入
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
場
合
は
、
大

字
で
ク
ボ
タ
の
を
五
台
購
入
し
、
五
〜
七
軒
で
組
を
作
り
、
共
同
で
使

用
し
た
そ
う
だ

(

�)

。
ま
た
別
の
大
字
。
耕
耘
機
を
他
の
村
で
使
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
五
軒
で
島
根
県
の
サ
ト
ウ
と
い
う
メ
ー
カ
ー
か
ら
購
入
し

て
共
同
使
用
し
た
。
や
が
て
三
軒
で
の
共
同
使
用
と
な
り
、
や
は
り
便

利
だ
と
い
う
こ
と
で
、
個
人
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
し
て
昭
和
三
〇
年
代
、
新
し
物
ず
き
の
先
駆
け
層
が
個

人
で
、
ま
た
共
同
で
導
入
し
て
、
日
和
見
し
て
い
た
周
り
の
者
た
ち
も

段
々
そ
の
便
利
さ
が
わ
か
っ
て
く
る
に
従
い
、
徐
々
に
機
械
化
が
進
ん

で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
第
に
個
人
所
有
へ
と
変
わ
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。

作
り
ま
わ
し
の
消
滅
は
、
同
時
に
手
ま
わ
し
、
世
ま
わ
し
の
衰
退
で

も
あ
っ
た
。
急
速
な
機
械
化
・
化
学
化
・
施
設
化
、
土
地
や
手
間
の
貸

し
借
り
の
消
滅
。
そ
し
て
兼
業
化
の
急
速
な
進
行
。
一
九
六
〇
年
代
か

ら
の
高
度
経
済
成
長
の
も
と
で
、
伝
統
的
な
作
り
ま
わ
し
は
変
容
し
て

い
き
、
農
村
も
ま
た
急
激
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

和
語
の

｢

ま
わ
し｣

で
表
現
さ
れ
て
い
た
伝
統
的
な
循
環
世
界
を
、

単
に
耕
地
や
自
然
界
で
の
物
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
態
系
の
リ
サ
イ
ク

ル
世
界
と
だ
け
皮
相
的
に
と
ら
え
て
は
い
け
な
い
。
作
り
ま
わ
し
、
手

ま
わ
し
、
世
ま
わ
し
と
い
う
よ
う
に
、
作
物
相
互
の
循
環
、
耕
地
と
耕

地
以
外
の
家
畜
や
入
会
地
な
ど
と
の
循
環
、
農
家
の
暮
ら
し
と
生
産
と
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の
循
環
、
そ
れ
ら
が
村
と
い
う
世
間
の
器
の
中
で
循
環
の
輪
を
作
っ
て

い
た
の
で
あ
る

(

�)

。

第
三
章

在
地
で
の
農
事
改
良
の
動
き

こ
と
わ
ざ
に
み
る
農
家
の
知
恵

一
九
九
一
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
、
大
和
郡
山
市
中
城
町
の
ト
マ

ト
農
家
で
あ
る
堀
内
金
義
さ
ん
と
、
史
料
調
査
と
と
も
に
農
家
を
回
っ

て
、
当
時
六
〇
代
、
七
〇
代
の
多
く
の
お
年
寄
り
か
ら
昔
の
話
を
聞
き

取
り
し
た
。
最
初
に
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
わ
ざ
を
紹
介
し
よ
う
。

そ
こ
に
は
、
長
年
の
奈
良
盆
地
の
農
家
の
知
恵
が
つ
ま
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

一
歩
先
行
き
ゃ
、
楽
や
ぞ

人
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
た
の
で
は
も
う

け
に
な
ら
な
い
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
情
報
は
入
っ
て
く
る
。
今
ま

で
と
は
全
く
違
っ
た
新
し
い
こ
と
を
試
み
る
場
合
、
情
報
源
と
し
て
は

他
村
の
親
戚
が
多
い
。
新
し
い
種
や
苗
を
分
け
て
も
ら
う
。
新
し
い
肥

料
や
機
械
な
ど
技
術
を
教
え
て
も
ら
う
。
隣
近
所
は
、
う
ま
く
い
く
か

ど
う
か
こ
っ
そ
り
観
察
し
て
い
る
。
失
敗
す
れ
ば
そ
れ
み
た
こ
と
か
と

笑
い
者
に
し
、
う
ま
く
い
け
ば
二
、
三
年
で
た
ち
ま
ち
自
然
と
村
全
体

に
普
及
し
て
い
く
。
ま
さ
に

｢

日
和
見｣

で
あ
る
。
と
く
に
教
え
る
と

い
う
こ
と
も
、
わ
ざ
わ
ざ
聞
く
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

こ
う
し
た
先
駆
け
、
抜
け
駆
け
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
農
家

は
、
大
峯
信
仰
の
影
響
も
あ
り
、｢

先
達

(

せ
ん
だ
つ)｣

と
呼
ば
れ
た

り
す
る
。
裏
で
は
鼻
が
高
い

｢

テ
ン
グ｣

と
、
陰
口
を
叩
か
れ
た
り
も

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
在
地
で
の
農
事
改
良
は
進
ん
で
い
く
の

で
あ
る

(

�)

。

田
の
足
跡
に
ま
さ
る
肥
料
は
な
し

金
の
こ
と
ば
か
り
、
楽
す
る
こ
と

ば
か
り
を
考
え
て
い
て
は
、
年
寄
り
か
ら

｢

ス
イ
カ
は
な
ま
く
ら
お
こ

し
た
ら
ア
カ
ン｣

と
ガ
ツ
ン
と
や
ら
れ
る
。
毎
日
田
ん
ぼ
や
畑
を
歩
き

回
っ
て
、
稲
や
ス
イ
カ
の
顔
色
を
見
て
手
入
れ
を
ま
め
に
し
な
い
と
い

け
な
い
。｢

シ
リ
ヌ
ケ｣

の
よ
う
な
経
営
感
覚
０
の
者
、｢

ド
ラ
ク
ラ｣

の
よ
う
な
仕
事
の
整
理
整
頓
、
段
取
り
の
で
き
な
い
者
、｢

ナ
マ
ク
ラ｣

と
言
わ
れ
た
ら
最
低
だ
。

奈
良
盆
地
で
は
勤
勉
に
働
く

｢

熱
心｣

が
強
調
さ
れ
た
。｢

仕
事
師｣

、

｢

巧
者｣

、｢

丁
寧
者｣

、｢

篤
農
家｣

が
褒
め
言
葉
で
あ
っ
た
。
江
戸
時

代
の
大
和
の
農
書

｢

山
本
家
百
姓
一
切
有
近
道｣

で
は
、
根
気
よ
く
働

く
こ
と
を

｢

上
根

(

じ
ょ
う
こ
ん)｣

と
言
っ
て
推
奨
し
て
い
た

(

�)

。

一
銭
を
笑
う
者
は
、
一
銭
に
泣
く

こ
れ
は
よ
く
聞
く
言
葉
で
あ
る
。

｢

梨
貧
乏｣

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
手
間
ば
か
り
か
か
っ
て
値
段
の
変

動
が
激
し
く
て
、
結
局
は
儲
け
に
な
ら
ん
の
が
ぐ
ろ
で
作
っ
た
梨
で
あ
っ

た
。
大
和
郡
山
市
発
志
院
の
越
智
太
兵
衛

(

一
八
八
二
〜
一
九
六
一)

は
、
明
治
四
四

(

一
九
一
一)

年
に
農
村
で
の
信
用
組
合
を
全
国
で
初

め
て
作
っ
た
人
で
あ
る
が
、
彼
は｢

一
銭
貯
金｣

を
提
唱
し
て
、
倹
約
・

貯
蓄
を
勧
め
た
の
で
あ
る

(

�)

。

今
日
は
人
の
身
、
明
日
は
わ
が
身

村
は
一
人
、
一
軒
で
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。｢

ム
コ
シ
タ｣

を
見
る
、
相
手
の
足
元
を
見
て
弱

味
に
つ
け
込
む
輩
は
、
村
内
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
く
。
畦
を
削
っ
て

自
分
の
田
ん
ぼ
を
こ
っ
そ
り
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
く
よ
う
な
ズ
ル
は
、

必
ず
見
張
ら
れ
て
い
る
。
村
に
は
村
な
り
の
守
る
べ
き
道
徳
が
あ
る
の
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で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
村
の

｢

和｣

＝
合
わ
せ
が
保
た
れ
る
の
で
あ

る
。
先
ほ
ど
の
江
戸
時
代
の
農
書
は
、
そ
れ
を

｢

百
姓
の
道｣

と
名
づ

け
て
い
た

(

�)

。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
勤
勉
・
節
約
・
和
合
の

｢
通
俗
道
徳｣

は
、
戦
後
に
な
っ
て
も
生
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

ス
イ
カ
か
ら
蔬
菜
な
ど
へ
の
模
索

こ
う
し
た
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
一
九
九
一
〜
九
三
年
当
時
六
〇

代
、
七
〇
代
の
お
年
寄
り
が
大
活
躍
し
た
四
〇
、
五
〇
年
前
に
話
を
戻

そ
う
。
奈
良
盆
地
中
央
部
で
は
農
地
改
革
後
の
熱
気
の
中
、
昭
和
二
〇
・

三
〇
年
代
に
様
々
な
新
農
法
の
模
索
が
行
わ
れ
て
い
た
。
中
和
平
坦
の

動
き
を
史
料
と
聞
き
取
り
に
も
と
づ
き
具
体
的
に
紹
介
し
よ
う
。
先
ほ

ど
の
表
３
で
紹
介
し
た
田
原
本
町
法
貴
寺
の
前
西
英
雄
は
、
一
七
才
の

昭
和
二
三

(

一
九
四
八)

年
か
ら
農
家
日
記
を
つ
け
始
め
て
い
た
。
昭

和
二
六
年
に
は
、
同
じ
大
字
の
有
名
な
ス
イ
カ
採
種
業
者
で
あ
る
萩
原

善
太
郎
ら
三
人
で
、
和
歌
山
県
那
賀
郡
ま
で
農
家
見
学
に
行
き
、｢

ビ

ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
見
学｣
(

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
こ
と)
を
し
て
い
る
。

ま
た
同
年
、
大
阪
の
大
果
蔬
菜
部
の
課
長
を
呼
ん
で
、
法
貴
寺
小
学
校

で

｢

ピ
ー
マ
ン
講
話
会｣

を
催
し
て
い
る

(

�)

。
石
川
の
薮
内
源
弘
も
一
九

才
の
昭
和
二
三
年
か
ら
、
農
家
日
記
を
つ
け
始
め
て
い
る

(

�)

。
こ
う
し
た

毎
日
の
農
作
業
を
整
理
し
て
記
録
し
て
い
く
こ
と
が
、
体
験
知
・
伝
承

知
を
技
術
へ
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
個
別
農
家
の
動
き
は
、
大
字
全
体
や
地
域
へ
の
広
が
り
を

見
せ
て
い
く
。
大
和
郡
山
市
伊
豆
七
条
に
は
県
の
指
導
に
よ
る
標
準
農

村
青
少
年
研
究
会
と
し
て
、
昭
和
三
〇

(

一
九
五
五)

年
に

｢

愛
農
ク

ラ
ブ｣

が
作
ら
れ
た

(

�)

。
横
田
の
橋
下
忠
一
郎
の
話
し
に
よ
れ
ば
、
昭
和

二
三
、
四
年
頃
よ
り
大
字
で
農
業
研
究
会
が
行
わ
れ
始
め
、
黒
沢
式
の

並
木
植
え
や
酵
母
菌
の
使
用
を
試
し
て
い
る
。
大
本
教
の

｢

愛
農
会｣

や

｢

み
ず
ほ
会｣

も
大
字
内
で
組
織
さ
れ
た

(

�)

。
橋
下
忠
一
郎
は
、
昭
和

二
〇
年
代
に
米
作
の
篤
農
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が

(

�)

、
昭
和
三
九
年

か
ら
平
成
三
年
ま
で
、
ノ
ー
ト
に
農
作
業
の
こ
と
を
き
め
細
か
く
記
し

て
い
た

(

�)

。

田
原
本
町
川
東
村
農
協
は
、｢

川
東
村
営
農
相
談
所｣

を
作
り
、
昭

和
三
三
年
に

『

営
農』

の
別
冊
と
し
て

｢

川
東
配
合
肥
料
に
よ
る
稲
作

増
収
安
定
法｣

を
配
布
し
て
、
営
農
指
導
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る

(

	)

。大
和
郡
山
市
で
は
、
各
大
字
で
昭
和
二
五
、
二
六
年
頃
よ
り
主
に
増

産
を
目
的
と
し
た
若
手
の
農
業
後
継
者
に
よ
る
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ

れ
て
い
っ
た
。
昭
和
二
九

(

一
九
五
四)

年
の
町
村
合
併
に
よ
る
大
和

郡
山
市
の
誕
生
に
と
も
な
い
、
全
市
的
に
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が
組
織
さ
れ
た

(


)

。

こ
う
し
て
若
手
の
農
業
後
継
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
一
九
五
〇
年
代
以
降

の
農
事
改
良
が
す
す
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

大
和
郡
山
市
で
の
イ
チ
ゴ
栽
培
は
、
大
正
六
、
七
年
頃
よ
り
美
濃
庄

で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
〇
年
代
に
除
草
技
術
、
ト
ン

ネ
ル
＋
マ
ル
チ
栽
培
の
展
開
、
昭
和
三
八
年
に

｢

宝
交
早
生｣

の
導
入
、

昭
和
四
〇
年
代
に
入
っ
て
ハ
ウ
ス
栽
培
、
促
成
・
電
照
・
株
冷
蔵
栽
培

と
次
々
と
新
し
い
技
術
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
四
五

(

一
九
七

〇)
年
か
ら
の
米
の
減
反
に
伴
う
転
作
奨
励
、
他
産
地
と
の
競
争
が
激

化
す
る
中
で
、｢

常
に
研
究
、
勉
学
し
、
か
つ
団
結
し
な
け
れ
ば
他
産
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地
に
お
い
こ
さ
れ
、
大
和
西
瓜
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
と
も
か
ぎ

ら
な
い｣

と
の
反
省
と
自
覚
の
も
と
、
全
市
的
な
イ
チ
ゴ
研
究
会
が
昭

和
四
五
年
に
結
成
さ
れ
た

(

�)

。

こ
う
し
た
動
き
は
全
県
的
に
広
が
り
、
昭
和
九

(

一
九
三
四)

年
に

作
ら
れ
た
私
立
農
民
道
場｢

豊
農
塾｣

は
、
昭
和
一
三
年
に
県
立
と
な
っ

て
運
営
さ
れ
る
。
昭
和
二
一
年
に
県
立
修
練
農
場
、
そ
し
て
二
四
年
に

県
立
伝
習
農
場
と
し
て
多
く
の
青
年
た
ち
を
教
育
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
昭
和
四
六

(
一
九
七
一)

年
に
現
在
の
奈
良
県
農
業
大
学
校
と
な

る

(

�)

。
奈
良
県
農
業
試
験
場
は
、
農
民
向
け
の
講
習
会
を
行
い
、
昭
和
二

八
年
一
〇
月
の
農
業
技
術
展
示
会
に
は
三
日
間
で
な
ん
と
一
万
三
千
人

が
訪
れ
て
い
る

(

�)

。

農
事
改
良
の
苦
労

�
中
平
治
さ
ん
は
、
昭
和
二
三

(

一
九
四
八)
年
よ
り
奈
良
県
農
業

普
及
員
と
な
り
、
昭
和
二
六
年
か
ら
治
道
村

(

現
大
和
郡
山
市)

の
農

協
技
術
指
導
員
と
し
て
各
大
字
を
巡
回
し
て
指
導
に
当
っ
た
が
、
そ
の

苦
労
話
を
聞
き
取
り
し
た
。
各
大
字
に

｢

農
業
研
究
会｣

を
組
織
し
、

夜
間
に
研
修
会
や
座
談
会
を
開
い
た
。
各
大
字
に
よ
っ
て
村
柄
、
村
の

性
格
や
雰
囲
気
が
違
う
の
で
、
苦
労
し
た
。
量
を
多
く
取
ろ
う
と
し
、

テ
ン
グ
が
多
く
て
統
制
の
取
れ
て
い
な
い
大
字
、
座
談
会
の
席
上
で
喧

嘩
す
る
く
ら
い
一
匹
狼
が
多
い
大
字
、
旦
那
さ
ん
気
質
の
多
い
大
字
、

反
対
に
小
作
人
が
多
い
の
で
、
倒
れ
て
も
土
を
拾
う
と
い
う
ど
根
性
の

あ
る
大
字
な
ど
な
ど
、
実
に
難
し
か
っ
た
。
自
信
の
な
い
こ
と
は
絶
対

に
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
お
か
な
い
と
、
後
で
足
元
を
掬
わ
れ
て
指
導

が
出
来
な
く
な
る
。
農
業
試
験
場
の
試
験
結
果
と
慣
行
法
を
検
討
し
な

が
ら
、
農
家
の
考
え
て
い
る
こ
と
の
一
つ
上
を
い
く
よ
う
に
努
力
を
し

て
い
た
。
各
大
字
に
い
る
篤
農
家
で
気
の
合
う
農
家
に
一
畝
だ
け
で
も

と
試
験
し
て
も
ら
い
、
う
ま
く
い
く
と
す
ん
な
り
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
と
広
め
て
い
く
に
は
、
農
家
の
奥
さ
ん
の
賛
成
が
絶
対
に
必
要

だ
と
い
う
こ
と
。
い
く
ら
研
修
で
納
得
し
て
も
ら
っ
て
も
、
奥
さ
ん
に

反
対
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
う
の
で
、
女
性
陣
の
中

心
人
物
に
は
と
く
に
気
を
つ
か
っ
た
。

昭
和
二
五

(

一
九
五
〇)

年
に
除
草
剤
の
２
４
�Ｄ
を
奨
励
し
た
が
、

こ
れ
は
ど
こ
で
も
関
心
が
高
く
、
ど
こ
の
大
字
の
研
修
会
で
も
人
が
入

り
き
れ
な
い
く
ら
い
熱
が
高
か
っ
た
。
二
年
で
ま
た
た
く
間
に
普
及
し
、

こ
れ
以
降
省
力
化
が
す
す
ん
だ
。
同
時
に
共
同
で
の
耕
耘
機
や
脱
穀
機

な
ど
の
機
械
化
も
徐
々
に
進
ん
で
い
き
、
農
業
生
産
の
シ
ス
テ
ム
が
変

わ
っ
て
い
っ
た
。
あ
る
農
家
は
辻
中
さ
ん
の
こ
と
を
、
も
の
す
ご
く
熱

心
で
神
様
み
た
い
な
人
だ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る

(

�)

。

し
か
し
、
一
方
で
は
明
治
以
来
、｢

シ
ャ
ッ
ポ
虫｣

と
い
う
シ
ャ
ッ

ポ

(

つ
ば
の
あ
る
帽
子)

を
か
ぶ
っ
た
役
人
や
試
験
場
の
者
を
揶
揄
す

る
言
葉
は

(

�)

、
戦
後
に
な
っ
て
も
生
き
て
い
た
。｢

シ
ャ
ッ
ポ
虫
が
机
上

論
を
ふ
り
か
ざ
し
た
っ
て
、
こ
っ
ち
ゃ
ー
専
門
や
わ
い｣

と
い
っ
た
自

負
が
あ
っ
た
。
普
及
所
の
話
を
聞
こ
う
か
と
い
う
雰
囲
気
に
変
わ
っ
た

の
は
、
昭
和
三
〇
年
頃
か
ら
イ
チ
ゴ
の
新
技
術
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
だ
と
言
う

(

	)

。
奈
良
県
の
農
業
と
い
う
の
は
全
国
的
に
み
て
も

｢

先
進
的｣
で
あ
り
、
新
品
種
や
新
技
術
も
早
く
か
ら
導
入
し
て
き
た
。

し
か
も
そ
れ
ら
は
地
べ
た
か
ら
起
き
て
く
る
の
で
あ
り
、
行
政
の
指
導
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は
弱
く
後
手
後
手
で
あ
っ
た

(

�)

。

ま
た
、
イ
チ
ゴ
に
関
し
て
も

｢

奈
良
流｣

と
で
も
い
う
べ
き
や
り
方

を
模
索
し
て
い
た
。
作
付
面
積
を
大
き
く
し
て
、
で
き
る
だ
け
省
力
化

し
て
、
収
益
を
上
げ
る
努
力
を
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
人
技
と
冒

険
心
の
二
つ
が
備
わ
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い

(

�)

。
農
家
が
先
に
や
っ
て

い
く
、
こ
う
し
た
自
負
、
自
信
が
奈
良
県
の
農
家
の
特
徴
で
あ
り
、
裏

返
せ
ば
行
政
の
指
導
に
従
わ
ず
、
ば
ら
ば
ら
で
ま
と
ま
り
が
悪
い
の
で

あ
っ
た
。
ス
イ
カ
に
し
ろ
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
に
し
ろ
、
全
国
に
先
駆

け
て
産
地
化
す
る
の
だ
が
大
産
地
化
は
せ
ず
、
後
発
の
行
政
や
農
協
主

導
の
新
興
産
地
に
次
々
と
負
け
て
い
く
の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た

(

�)

。

も
う
一
つ
、
�
中
さ
ん
が
言
わ
れ
た
こ
と
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
女

性
の
活
躍
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
く
。
聞
き
取
り
は
男
性
だ
け
で
な

く
、
老
若
男
女
、
女
性
か
ら
も
行
っ
た
。
大
字
横
田
で
は
、
そ
れ
ま
で

生
け
花
や
習
字
、
踊
り
な
ど
を
す
る
婦
人
会
は
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
〇

年
代
前
半
に
、
治
道
村
で
初
め
て
女
性
だ
け
で

｢
横
田
農
業
ク
ラ
ブ｣

が
作
ら
れ
た
。
最
初
五
名
ほ
ど
で
作
ら
れ
、
月
一
回
く
ら
い
集
ま
っ
た
。

当
時
の
生
活
改
善
事
業
の
影
響
も
あ
っ
た
。
唐
辛
子
の
共
同
出
荷
な
ど

も
行
っ
た
。
と
く
に
昭
和
三
五
年
く
ら
い
か
ら
兼
業
で
夫
が
仕
事
に
出

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
こ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
得
る
農
業
の
情
報
は
参
考

に
な
っ
た
。
一
緒
に
泊
り
が
け
で
旅
行
に
出
か
け
る
も
こ
と
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

大
字
に
よ
っ
て
男
性
と
女
性
の
関
係
は
違
っ
て
い
て
、
大
字
の
集
会

に
女
性
も
出
か
け
る
と
こ
、
パ
ラ
パ
ラ
と
女
性
も
、
女
性
が
一
切
出
な

い
大
字
と
、
治
道
村
の
中
で
も
大
字
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
た

(

�)

。
若
手
の

専
業
農
家
は
、
女
手
が
な
か
っ
た
ら
実
際
回
っ
て
い
か
へ
ん
。
相
談
し

て
家
族
全
体
で
同
意
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た

(

�)

。

梅
の
花
が
上
向
き
に
咲
け
ば
豊
作

昭
和
三
六

(

一
九
六
一)

年
、
田
原
本
町
農
業
研
究
会
の
機
関
誌

『

土』

の
創
刊
号
が
出
さ
れ
た

(

�)

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
一
年
よ
り

西
磯
城
農
事
改
良
普
及
所
、
町
役
場
、
農
協
と
協
力
し
な
が
ら
農
家
の

研
究
活
動
が
は
じ
ま
り
、
昭
和
三
二
年
に
は
都
村
に
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が
出

来
、
三
五
年
に
は
園
芸
品
評
会
、
三
二
年
か
ら
三
五
年
に
は
米
作
増
産

研
究
会
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
三
六
年
段
階
で
田
原

本
町
の
農
業
研
究
会
に
は
、
三
百
四
十
二
名
も
の
農
家
が
参
加
し
て
い

る
。研

究
報
告
に
は
、
近
郊
農
業
に
生
き
る
我
等
の
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

(

一
九

五
五
年
設
立)

、
稲
作
増
産
共
進
会
特
賞
を
受
賞
し
た
二
軒
の
農
家
の

稲
作
技
術
、
園
芸
品
評
会
で
特
賞
を
受
賞
し
た
農
家
の
西
瓜
栽
培
の
要

点
、
西
瓜
の
鉢
栽
培
の
実
験
、
奈
良
県
農
村
青
少
年
実
績
発
表
大
会
で

の
報
告

(

西
瓜
跡
の
秋
茄
子
の
接
木
栽
培
、
胡
瓜
を
取
り
入
れ
た
田
畑

輪
換
栽
培)

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
農
業
生
産
に
対
す
る
関
心
、

農
事
改
良
へ
の
熱
意
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

田
原
本
町
農
業
研
究
会
の

『

土』

か
ら
、
増
作
共
進
会
の
米
作
で
三

年
連
続
特
賞
を
受
賞
し
た
大
字
十
六
面
の
農
家
の
一
文
を
紹
介
し
よ
う
。

｢
大
体
米
作
技
術
と
い
う
も
の
は
、
日
常
我
々
の
周
辺
に
こ
ろ
が
っ
て

い
る
現
象
に
対
す
る
合
理
的
な
考
え
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

梅
の
花
が
上
向
き
に
咲
い
た
ら
今
年
は
豊
作
だ
と
よ
く
老
人
が
話
さ
れ
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る
の
を
耳
に
し
ま
す
。
私
も
百
姓
初
め
に
は
、
こ
の
言
葉
を
何
か
神
が

か
り
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
お
り
ま
し
た
。
梅
の
花
と
豊
作
と
一
体
ど

ん
な
関
係
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
。
私
達
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
一
笑
に
附

す
る
こ
と
な
く
、
総
べ
て
の
現
象
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
事
実
は
事
実

と
し
て
尊
重
し
、
こ
れ
に
納
得
の
い
く
科
学
的
な
説
明
を
求
め
る
習
慣

が
、
技
術
を
習
得
し
得
る
最
大
の
条
件
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
篤
農
家
技
術
を
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
が
、
こ
れ
に
科

学
的
な
検
討
を
加
え
て
、
条
件
に
応
じ
た
米
作
り
を
し
て
戴
き
た
い
の

で
あ
り
ま
す｣

。
ま
わ
し
の
世
界
を
担
い
な
が
ら
毎
日
の
農
作
業
を
行

う
篤
農
家
の
言
葉
で
あ
る
。

毎
日
、
毎
年
の
農
作
業
を
手
際
よ
く
ま
わ
し
て
い
く
た
め
に
、
天
候

予
測
に
関
す
る
伝
統
的
な
知
恵
は
、
気
の
き
い
た
農
家
な
ら
誰
で
も
が

持
っ
て
い
た
。
自
然
の
も
と
で
耕
し
暮
ら
す
農
家
は
、
大
き
な
「
天
の

ま
わ
し
」
の
も
と
で
生
き
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
を
実
感
し
て
農

作
業
と
結
び
つ
け
た
も
の
が
、
数
多
の
天
候
予
測
の
知
恵
だ
っ
た
。
ま

わ
し
は
、
作
り
、
手
、
世
か
ら
天
、
宇
宙
ま
で
ま
わ
っ
て
い
た
の
で
あ

る

(

�)

。
し
か
も
先
の
農
家
は
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
知
恵
を
神
が
か
り
、

非
科
学
的
と
否
定
せ
ず
、
事
実
は
事
実
と
し
て
受
け
容
れ
、
経
験
を
科

学
と
融
合
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
。
こ
れ
こ
そ
が
在
地
農
法
が
改

良
さ
れ
て
い
く
う
え
で
、
一
番
の
基
底
に
あ
る
農
家
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ

た
。残

念
な
が
ら
経
験
的
な
知
恵
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
謙
虚
な
態
度
は
、

地
上
の
作
り
・
手
・
世
ま
わ
し
の
消
滅
、
全
天
候
対
応
型
ハ
ウ
ス
の
発

達
に
よ
り
消
え
か
け
て
い
た
。
カ
ネ
は
天
下
の
回
り
物
で
も
な
く
な
っ

た
。
イ
チ
ゴ
に
な
っ
て
か
ら
年
間
就
労
の
形
と
な
り
、
農
繁
期
・
農
閑

期
の
リ
ズ
ム
が
な
く
な
り
一
年
中
追
い
ま
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、｢

金
木
犀
が
咲
い
た
ら
、
イ
チ
ゴ
の
花
芽
が
出
来

る｣

と
い
っ
た
感
覚
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
言
う

(

�)

。
天
の
ま
わ
し
は
そ

う
簡
単
に
滅
び
な
い
。
お
天
道
さ
ま
は
今
日
も
元
気
だ
。

し
か
し
、
編
集
後
記
に

｢

農
村
不
況
が
叫
ば
れ
、
現
に
私
た
ち
の
友

人
が
一
人
逃
げ
二
人
減
り
し
て
、
都
会
に
吸
い
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
昨
今
、

何
か
し
ら
一
抹
の
不
安
と
さ
び
し
さ
と
憤
り
を
覚
え
る｣

、
と
記
し
て

い
る
の
を
見
落
と
せ
な
い
。
高
度
経
済
成
長
期
の
昭
和
三
〇
年
代
、
す

で
に
脱
農
化
、
都
市
化
が
す
す
み
は
じ
め
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
不
安
、

さ
び
し
さ
、
そ
し
て
、
憤
り
は
ど
こ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
わ
し
の
軸
と
な
る
村
が
崩
れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
予
感
し
て

い
た
に
違
い
な
い
。

高
校
生
た
ち
の
模
索
と
不
安

奈
良
県
立
田
原
本
高
校

(

後
に
田
原
本
農
高)

に
は
、
盆
地
中
央
部

の
農
家
の
子
弟
た
ち
が
通
学
し
て
い
た
。
生
徒
た
ち
は
昭
和
三
一

(

一

九
五
六)

年
か
ら
自
分
た
ち
の
研
究
活
動
を

『

研
究
集
録』

と
し
て
ま

と
め
て
い
た

(

�)｢

唐
古
遺
跡
時
代
の
生
活
を
想
像
し
て｣

｢

平
野
村
の
環

濠
集
落
に
つ
い
て｣

｢

大
和
民
謡
に
つ
い
て｣

な
ど
地
域
に
即
し
た
も

の
が
あ
る
。｢

胡
瓜
栽
培
と
其
の
跡
作
水
稲
の
改
善｣

｢

水
稲
多
収
穫
栽

培
の
研
究｣

｢

農
薬
ボ
ル
ド
ウ
液
の
薬
効
と
適
当
な
使
用
法｣

な
ど
、

農
業
関
係
の
研
究
も
数
多
く
あ
る
。
新
し
い
農
法
の
模
索
が
高
校
生
の

間
で
も
な
さ
れ
て
い
た
と
は
驚
き
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
〇

年
代
の
農
業
に
対
す
る
世

間
の
風
潮
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
か
。
同
校
の

高
校
生
は

｢

誤
ま
れ
る
農

業
観｣

と
題
し
て
言
う
。

｢

最
近
農
作
ブ
ー
ム
が
全

国
的
に
伝
え
ら
れ
る
と
共

に
一
方
に
於
て
は
就
職
問

題
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
然
る
に
、
こ
の
問

題
に
関
す
る
雑
誌
の
対
談

に『
お
前
が
頭
が
に
ぶ
い

か
ら
農
業
で
も
や
れ』

と

云
う
記
事
を
読
み
、
農
学

徒
で
あ
る
私
は
非
常
な
不

満
を
覚
え
た
の
で
あ
り
ま

す
。
す
べ
て
農
業
は
頭
の

に
ぶ
い
、
あ
て
す
っ
ぽ
に

や
る
他
に
使
い
道
の
な
い

人
間
の
な
す
仕
事
で
し
ょ

う
か
。
実
に
軽
蔑
的
な
態

度
が
よ
く
こ
の
雑
誌
の
中

に
現
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
情
け
な
い
事
に
は
、
こ
の
考
え
が
社
会
一

般
の
常
識
と
な
っ
て
お
り
、
又
一
方
で
は
次
代
を
背
負
う
べ
き
農
家
の

子
弟
が
、
農
業
は
理
論
も
考
え
な
い
で
、
た
だ
も
く
も
く
と
働
く
割
の

合
わ
な
い
馬
鹿
の
す
る
仕
事
だ
と
決
め
込
ん
で
卑
下
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す｣

。
こ
れ
が
昭
和
三
〇
年
代
の
世
間
の
実
相
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
、
井
上
晴
丸
ら
に
よ
る
同
高
校
生
の
職
業
意
識
に
関
す
る

昭
和
三
五

(

一
九
六
〇)

年
の
調
査
が
あ
っ
た

(

�)

。
三
年
生
の
回
答
数
二

四
五
の
う
ち
、
自
分
の
家
の
業
を
継
ぐ
一
〇
三

(

四
二
％)

、
他
の
職

業
に
つ
く
五
七

(

二
三
％)

、
農
業
関
係
の
職
業
に
つ
く
三
四

(

十
四

％)

、
未
定
五
一

(

二
一
％)

と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
農
業
経
営
の
や
り
方
に
つ
い
て
答
え
た
二
三
四
名
の
う
ち
、

酪
農
・
養
鶏
・
園
芸
な
ど
に
重
点
を
切
り
か
え
る
一
一
五

(

四
九
％)

、

も
っ
と
機
械
化
し
た
り
共
同
化
し
た
り
経
営
の
や
り
方
を
工
夫
す
る
九

四

(

四
〇
％)

、
経
営
面
積
を
減
ら
し
て
兼
業
に
出
る
一
二

(

五
％)

、

今
の
や
り
方
を
つ
づ
け
る
三

(

一
％)

な
ど
と
な
っ
て
い
た
。
農
家
の

あ
と
継
ぎ
た
ち
は
、
伝
統
的
な
ま
わ
し
の
世
界
か
ら
、
新
た
な
農
業
経

営
を
模
索
し
て
い
た
。

農
業
を
や
る
と
の
仮
定
で
答
え
た
二
一
九
名
の
理
由
は
、
自
分
が
あ

と
を
継
が
な
け
れ
ば
親
が
困
る
か
ら
七
四

(

三
四
％)

、
農
業
が
好
き

だ
か
ら
六
五

(

三
〇
％)

、
農
業
は
安
定
し
て
い
る
か
ら
二
九

(

十
三

％)
、
先
祖
代
々
が
ず
っ
と
農
業
だ
か
ら
十
九

(

九
％)

、
親
が
や
れ
と

い
う
か
ら
十
七

(

八
％)

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

他
の
職
業
に
つ
く
と
の
仮
定
で
答
え
た
一
六
八
名
の
理
由
は
、
農
業
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表５ 農家戸数（専兼別）の推移

奈 良 県 郡山農業改良普及所の管内 大和郡山市
総農家 専 業 １種兼業 ２種兼業 総農家 専 業 １種兼業 ２種兼業 総農家 専 業 １種兼業 ２種兼業

昭和35年 65,801 16,977 19,411 29,413 8,411 3,822 2,240 2,349
(1960) (25.8) (29.5) (44.7) (45.4) (26.6) (27.9)
〃 40年 61,574 10,652 16,317 34,605 7,425 1,505 2,316 3,614
(1965) (17.3) (26.5) (56.2) (20.3) (31.2) (48.7)
〃 45年 57,600 7,200 13,133 37,267 7,072 1,483 1,883 3,706 2,659 675 682 1,302
(1970) (12.5) (22.8) (64.7) (21.0) (26.7) (52.4) (25.4) (25.6) (49.0)
〃 50年 52,560 4,993 9,251 38,316 6,714 1,120 1,519 4,075 2,432 452 559 1,421
(1975) (9.5) (17.6) (72.9) (16.7) (22.6) (60.7) (19.3) (23.9) (60.8)
〃 55年 6,084 753 995 4,336 2,349 336 531 1,482
(1980) (12.4) (16.4) (71.3) (14.3) (22.6) (63.1)

(80.8％) (72.3％) ＊最下段は昭和53年

(注) 本文注65を参照, 筆者が作成



は
将
来
に
希
望
が
も
て
な
い
か
ら
八
六

(

五
一
％)

、
二
、
三
男
だ
か

ら
三
一

(

十
八
％)

、
農
業
が
き
ら
い
だ
か
ら
十
四

(

八
％)

、
農
業
な

ん
か
や
る
の
は
バ
カ
ら
し
い
か
ら
九

(

五
％)

、
都
会
で
暮
ら
し
た
い

か
ら
八

(

五
％)

な
ど
で
あ
る
。
一
方
に
は
農
業
に
見
切
り
を
つ
け
、

離
農
・
離
村
し
よ
う
と
す
る
若
者
た
ち
が
い
た
。

昭
和
三
〇
年
代
、
高
校
生
た
ち
は
農
業
に
対
す
る
世
間
の
蔑
視
、
職

業
と
し
て
の
将
来
性
が
な
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
見
抜
い
て
い
た
。
高
度

経
済
成
長
は
農
業
蔑
視
を
加
速
さ
せ
、
ま
わ
し
の
世
界
を
解
体
さ
せ
た
。

表
５
は
、
奈
良
県
、
大
和
郡
山
市
の
専
兼
別
の
農
家
戸
数
の
推
移
を
示

し
た
も
の
で
あ
る

(

�)

。
各
年
の

(
)

内
の
数
字
は
、
専
兼
別
の
構
成

比
率
で
あ
る
。
欄
外
の
数
字
は
、
昭
和
三
五
年
と
比
較
し
て
の
総
農
家

戸
数
の
比
率
で
あ
る
。
大
和
郡
山
市
は
全
県
と
比
べ
て
も
農
業
が
盛
ん

な
地
域
と
い
え
る
が
、
専
業
農
家
が
激
減
し
、
第
二
種
兼
業
に
移
行
し

て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
昭
和
三
〇
年
代
の
篤
農
家
、
高

校
生
の
心
配
、
憤
懣
を
よ
そ
に
、
そ
の
後
の
高
度
成
長
の
進
行
の
も
と

で
、
農
村
は
兼
業
化
、
脱
農
化
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

そ
の
後
の
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
展
開
は
詳
し
く
検
討
で
き

て
い
な
い
。
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
く
ら
い
の
大
和
郡
山
市
治

道
の
農
家
に
よ
る

｢

完
熟
ト
マ
ト｣

に
よ
る
、
な
ら
コ
ー
プ
生
協
と
産

直
に
つ
い
て
は
、
別
で
紹
介
し
た

(

�)

。
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
堀

内
金
義
さ
ん
と
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
よ
り
お
付
き
合
い
し
、
い
ろ
い

ろ
と
現
場
の
農
業
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
本
稿
も
一
九
八
〇

年
代
後
半
か
ら
一
九
九
三
年
頃
ま
で
、
一
緒
に
農
家
を
史
料
調
査
、
聞

き
取
り
を
行
っ
た
こ
と
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
九
三
年

四
月
か
ら
は
堀
内
さ
ん
と
一
緒
に
、
奈
良
県
内
の
農
業
に
関
心
あ
る
方
々

と

｢

や
ま
と
農
談
会｣

を
月
に
一
回
開
い
て
き
た
。
二
〇
一
一
年
四
月

ま
で
一
八
年
間
続
け
た
。

こ
う
し
た
検
討
の
中
で
、
奈
良
盆
地
中
央
部
で
は
一
九
四
六
年
の
農

地
改
革
後
の
転
換
、
一
九
七
〇
年
の
減
反
と
一
九
七
四
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
で
の
転
換
、
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
に
病
気
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

と
有
機
農
業
の
普
及
、
そ
し
て
一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
の
輸
入
農
産
物

の
拡
大
に
よ
る
転
換
と
、
農
業
生
産
や
農
村
に
と
っ
て
三
回
の
転
換
期

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
の
は
、
第
一
の
転
換
前
後

か
ら
、
第
二
の
転
換
前
後
ま
で
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
和
農
法
の
伝
統

的
な
作
り
ま
わ
し
が
変
容
し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
。

西
欧
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却

歴
史
の
転
換
期
に
は
、｢

温
故
知
新｣

と
い
う
よ
う
に
歴
史
に
立
ち

戻
る
の
が
王
道
で
あ
る
。
戦
後
の
転
換
期
に
は
、
日
本
近
代
の
農
業
史

を
検
討
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
五
〇
年
代
に
井
上
晴
丸
ら
に
よ

り
農
業
発
達
史
調
査
会
が
組
織
さ
れ
、『

日
本
農
業
発
達
史』

全
一
〇

巻
、
別
巻
二
冊
が
刊
行
さ
れ
た

(

�)

。
奈
良
県
に
つ
い
て
も
、
山
路
健

｢

大

和
平
野
に
お
け
る
水
田
生
産
力
の
展
開｣

で
分
析
さ
れ
て
い
る
。
幕
末

か
ら
戦
前
期
ま
で
の
農
業
生
産
と
農
村
構
造
を
分
析
し
、
農
民
的
商
品

生
産
の
自
由
な
発
展
が
輪
作
栽
培
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
あ
い
ま
っ
て
、
上

層
・
下
層
へ
の
分
解
が
生
じ
、
上
昇
し
た
富
農
は
流
通
過
程
を
把
握
し
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て
農
村
の
支
配
的
地
位
を
占
め
た
。｢

戦
後
へ
の
示
唆｣

と
し
て
、
今

後
栽
培
上
の
技
術
差
が
い
よ
い
よ
大
き
く
な
り
、
富
農
層
と
そ
れ
以
外

の
｢

資
本
主
義
の
か
も
し
出
す
農
民
の
階
層
分
解
が
ヨ
リ
鮮
明
な
形
と

な
っ
て
現
れ
て
く
る｣

と
、
述
べ
て
い
る

(

�)

。
当
時
の
農
業
理
論
は
、
西

欧
モ
デ
ル
に
よ
る
農
民
層
の
両
極
分
解
に
よ
る
富
農
層
を
担
い
手
と
し

た
資
本
主
義
的
農
業
の
発
展
と
い
う
道
筋
が
描
か
れ
て
い
た
。
山
路
の

論
文
も
そ
れ
に
沿
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
歴
史
的
現
実
の
推
移

は
、
そ
れ
が
誤
り
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
京
大
人
文
研
の
今
西
錦
司
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
当
時
の

盆
地
中
央
部
の
平
野
村

(

現
田
原
本
町)

を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
た

記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
文
化
人
類
学
の
米
山
俊
直
は
、
そ
の
調
査
後

に
今
西
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
生
ま
れ
故
郷
の
奈
良
を
は
じ
め
日
本
の
農

山
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
い
る

(

�)
。

こ
の

『

日
本
農
業
発
達
史』

第
九
巻
に
、
有
名
な
加
用
信
文
の

｢

日

本
農
法
の
性
格｣

が
掲
載
さ
れ
た

(

�)

。
西
欧
の
作
付
方
式
を
地
力
維
持
と

雑
草
防
除
体
系
の
視
点
か
ら
、
三
圃
式→

穀
草
式→

輪
栽
式
と
歴
史
的

発
展
方
式
を
描
い
た
。
日
本
の
作
付
方
式
を
主
穀
式
と
し
て
、
明
治
以

降
金
肥
の
投
入
に
よ
る
外
部
か
ら
の
地
力
補
給
が
な
さ
れ
た
と
し
た
。

一
九
六
五
年
に
は
、
欧
米
の
稲
作
主
産
地
で
は
こ
の
五
〇
年
来
、
水
稲

連
作
か
ら
例
外
な
し
に
水
稲
と
牧
草
と
の
田
畑
輪
換
方
式
に
変
わ
っ
て

き
て
お
り
、
穀
草
式

(

輪
換
式)

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
日

本
で
は
一
九
六
〇
年
の

｢

農
業
基
本
法
の
制
定
当
時
に
は
、
こ
の
よ
う

な
田
畑
輪
換
方
式
が
、
今
後
の
水
田
利
用
の
あ
り
方
と
し
て
強
調
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
た
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
田

畑
輪
換
が
意
外
に
延
び
悩
ん
で
、
む
し
ろ
縮
小
の
兆
候
す
ら
み
ら
れ
る｣

。

し
か
し
、｢

地
力
消
耗
と
雑
草
蔓
延
に
対
し
て
、
水
田
連
作
方
式
か
ら

田
畑
輪
換
方
式
へ
の
転
換
を
必
然
化
す
る｣

と
し
て
、
牧
草
と
の
輪
換

方
式
、
畜
産
部
門
と
結
合
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た

(

�)

。

保
志
恂
は
加
用
農
法
論
を
受
け
継
い
で
、
一
九
七
八
年
に

｢

田
畑
輪

換
、
水
田
酪
農
方
式
の
導
入
と
い
う
日
本
的
な
技
術
革
命
と
、
集
団
的
、

社
会
的
経
営
へ
の
転
換
と
い
う
生
産
構
造
変
革
が
あ
い
ま
っ
て
の
、
日

本
的
な
農
民
的
な
農
業
革
命
へ
の
展
望｣

を
語
っ
た
。
一
九
九
八
、
九

九
年
に
も
同
様
の
主
張
を
行
っ
て
い
る

(

�)

。
二
〇
一
一
年
に
梶
井
功
は
、

田
畑
輪
換
に
よ
る
畑
作
導
入
、
水
田
の
汎
用
化
が
必
要
と
い
う
。
田
代

洋
一
は
、
柘
植
徳
雄
に
よ
る
加
用
批
判
を
紹
介
し
な
が
ら
も
、｢

確
か

に
加
用
農
法
論
も
な
お
西
欧
規
範
の
学
問
風
土
と
い
う
時
代
環
境
の
制

約
を
免
れ
な
い
が
、
し
か
し
田
畑
輪
換
の
方
向
性
に
間
違
い
は
な
い｣

と
断
言
す
る

(

�)

。

私
自
身
も
奈
良
県
の
農
法
史
を
実
証
的
に
研
究
し
、
守
田
志
郎
の
主

張
を
学
ぶ
中
で
、
田
畑
輪
換
の
有
効
性
を
主
張
し
て
き
た

(

�)

。
し
か
し
同

じ
主
張
な
が
ら
、
加
用
農
法
論
に
よ
る
西
欧
モ
デ
ル
か
ら
の
田
畑
輪
換

方
式
の
主
張
と
、
私
の
日
本
農
法
史
の
実
証
的
な
研
究
か
ら
の
作
り
ま

わ
し
の
復
興
と
は
、
根
底
の
発
想
が
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で

あ
る
。
歴
史
的
現
実
に
基
づ
く
帰
納
的
方
法
に
よ
る
日
本
モ
デ
ル
は
可

能
か
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
の
で
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
戦
後
す
ぐ
に
水
田
酪
農
の
必
要
性
を
主
張
し
た
の
は
桜
井
豊
で

あ
り

(

	)
、
昭
和
二
〇
年
代
に
日
本
の
輪
作
体
系
を
具
体
的
に
調
査
研
究
し

た
の
は
沢
村
東
平
で
あ
る

(


)

。
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｢

農
学
ハ
舌
耕
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ｣

、｢

心
耕
デ
ア
ル｣

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
技
術
論
論
争
が
あ
っ
た
が
、
私
の
言
う
狭

義
の
農
法
＝
農
業
技
術
体
系
＝
農
術
に
関
し
て
、
大
谷
省
三
の

｢

技
術

と
は
、
人
間
の
環
境
把
握
に
お
け
る
実
践
的
方
法
で
あ
る｣

が
納
得
で

き
る
と
書
い
た

(

�)

。
ま
だ
正
直
ピ
ン
と
は
来
て
な
か
っ
た
の
だ
が
、
彼
の

自
叙
伝

『
私
の
歩
ん
で
き
た
道』

に
、
そ
の
具
体
的
説
明
が
あ
っ
た
。

｢

人
間
が
生
き
る
た
め
の
実
践
の
な
か
か
ら
、
主
観
的
な
経
験
則
に
も

と
づ
い
て
技
能
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
の
経
験
則
の
積
み
重
ね
と
広
が

り
の
な
か
で
、
こ
う
す
れ
ば
こ
う
な
る
と
い
う
因
果
関
係
が
法
則
と
し

て
つ
か
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
技
術
と
い
っ
て
い
い
。
さ
ら
に
そ
の

論
理
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
、
技
術
が
科
学
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
近
代
技
術
の
段
階
に
到
達
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る｣

。
そ
し

て
、
私
、
大
谷
は
労
働
手
段
の
体
系
説
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
世
間

で
は
大
谷
を
武
谷
三
男
の

｢

技
術
と
は
客
観
的
自
然
法
則
の
意
識
的
適

用｣

説
だ
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
科
学
は
基
本
的
に
技
術
を
母

体
に
し
て
発
展
し
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
て
、
武
谷
説
で
は
私
の
考

え
は
包
摂
さ
れ
な
い
と
、
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る

(

�)

。

私
は
、
こ
の
説
明
で
納
得
し
た
。(

農
家
の)

実
践→

経
験
則→
技

能→

因
果
関
係→

法
則→

技
術

(

農
術)

→

論
理→

科
学

(

農
学)
、

そ
し
て
い
っ
た
ん
科
学
が
成
立
す
れ
ば
、
反
対
の
方
向
で
実
践
に
も
応

用
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
科
学
と
実
践
と
の
同
時
的
な
絡
み
合
い
も
生

ま
れ
る
。
こ
れ
が
実
学
と
し
て
の
農
学
の
あ
り
方
か
と
思
う
。
あ
く
ま

で
農
家
の
経
験
知
、
歴
史
的
な
伝
承
知
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。

た
ま
た
ま
平
成
四

(

一
九
九
二)

年
八
月
に
治
道
農
協
で
、
さ
る
高

名
な
先
生
の
講
演
会
が
あ
り
、
堀
内
さ
ん
ら
と
お
聞
き
し
た
。
内
容
は

さ
て
お
い
て
、
い
く
つ
か
気
に
な
っ
た
こ
と
を
当
時
の
メ
モ
か
ら
記
し

て
お
く
。｢

私
は
農
家
の
出
身
だ
。
だ
か
ら
農
家
の
気
持
ち
が
よ
く
わ

か
る｣

(

卑
下
・
厚
顔)

。｢

ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
農
家
は
、

す
ば
ら
し
い
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
日
本
の
農
家
は
ダ
メ
だ｣

(

洋
魂
・

愚
民)

。｢

私
は
農
水
省
に
提
言
し
て
、
様
々
な
政
策
を
実
現
し
た
。
こ

れ
か
ら
私
が
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
農
村
を
指
導
し
て
い
く｣

(

尊
大
・
傲
慢)

と
、
弁
舌
さ
わ
や
か
に
話
さ
れ
た
。

斎
藤
萬
吉

(

一
八
六
三
〜
一
九
一
四)

と
い
う
農
学
者
が
い
る
。
駒

場
農
学
校
を
卒
業
し
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
中
ご
ろ
ま
で
農
科
大
学
実

科
の
助
教
授
、
国
立
農
事
試
験
場
の
技
師
を
務
め
な
が
ら
、
全
国
一
二

〇
の
農
家
を
定
点
的
に
六
度
に
わ
た
り
調
査
し
、
名
著

『

日
本
農
業
の

経
済
的
変
遷』

を
著
し
た
。
シ
ャ
ッ
ポ
は
か
ぶ
ら
ず
着
古
し
た
洋
服
に

草
鞋
・
脚
絆
姿
で
、
農
家
と
話
し
込
ん
だ
。
彼
が
常
日
頃
言
っ
て
い
た

の
は
、
死
後
碑
文
に
書
か
れ
た
、｢

農
学
ハ
舌
耕
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ｣

で
あ
っ
た

(

�)

。
実
学
で
あ
る
農
学
を
担
う
農
学
者
は
、｢

口
舌
の
徒｣

で

あ
っ
て
な
ら
な
い
と
言
う
の
が
、
斎
藤
萬
吉
の
信
念
で
あ
っ
た
。
私
は

自
著
で
述
べ
た

｢

心
土
不
二｣

を
も
じ
っ
て
、｢

農
学
ハ
心
耕
デ
ア
ル｣

と
言
い
た
い
。
す
べ
て
は
現
場
の
農
家
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ッ

ポ
虫
の
頭
と
舌
か
ら
で
は
な
い
。

川
口
由
一
の

｢

自
然
農｣

最
後
に
補
足
的
に
一
つ
紹
介
し
て
終
わ
り
に
し
た
い
。
平
成
四

(

一
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九
九
二)

年
五
月
七
日
、
桜
井
市
�
に

｢

自
然
農｣

で
有
名
な
川
口
由

一
さ
ん
を
お
訪
ね
し
た
。
堀
内
さ
ん
の
母
方
が
親
戚
と
い
う
こ
と
で
、

気
楽
に
お
会
い
し
て
い
た
だ
け
た
。
そ
の
時
の
感
想
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー

ト
か
ら
紹
介
す
る
。

化
学
肥
料
と
農
薬
に
よ
り
、
自
分
の
体
を
悪
く
し
た
こ
と
か
ら
、
昭

和
五
三

(
一
九
七
八)

年
よ
り
自
然
農
を
始
め
た
。
不
耕
起
、
無
肥
料
、

無
農
薬
、
雑
草
を
主
に
肥
料
と
し
て
や
る
。
収
量
は
ほ
か
と
比
べ
れ
ば
、

六
、
七
割
と
い
う
と
こ
ろ
。
そ
れ
以
上
収
穫
し
よ
う
と
す
る
と
、
施
肥
、

深
耕
、
除
草
と
い
う
技
術
が
生
ま
れ
て
く
る
。
家
族
の
自
給
ぐ
ら
い
だ
っ

た
ら
、
こ
れ
で
十
分
で
き
る
。
国
民
全
体
の
食
糧
自
給
な
ん
て
考
え
だ

す
と
無
理
が
生
じ
る
の
で
、
ゲ
リ
ラ
的
に
こ
う
し
て
や
っ
て
い
く
の
が

自
分
に
は
ち
ょ
う
ど
合
っ
て
い
る
。
近
く
の
農
家
は
誰
も
ま
ね
し
よ
う

と
し
な
い
。
見
学
者
や
自
然
農
塾
の
参
加
者
は
、
み
ん
な
都
会
の
人
間

ば
か
り
で
あ
る
。

正
直
言
っ
て
驚
い
た
。
シ
ョ
ッ
ク
！
！
！
こ
れ
ま
で
私
は
本
稿
で
述

べ
た
よ
う
に
大
和
農
法
を
ソ
ラ
マ
メ
を
軸
と
し
た
作
り
ま
わ
し
に
よ
り

な
が
ら
、＜

基
盤
整
備→

多
肥→

深
耕＞

い
う
順
で
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に

収
量
を
増
大
さ
せ
て
き
た
と
捉
え
て
き
た
。
ど
う
い
う
こ
と
だ
。
す
べ

て
否
定
さ
れ
る
で
は
な
い
か
。
私
は
こ
う
し
た
自
然
農
法
的
な
も
の
は
、

何
と
な
く
胡
散
臭
く
感
じ
て
、
敬
し
て
遠
ざ
け
て
き
た
の
だ
。

平
成
三

(

一
九
九
一)

年
当
時
の
大
和
郡
山
市
内
で
は
、
Ｍ
Ｏ
Ａ

(

世
界
救
世
教)

農
法
が
信
者
と
な
っ
た
農
家
で
昭
和
四
八

(

一
九
七

三)

年
頃
か
ら
始
ま
り
、
親
戚
筋
を
通
し
て
五
名
が
行
っ
て
い
た

(

�)

。
ま

た
、
大
字
を
越
え
て
一
九
六
五
年
頃
よ
り

｢

高
度
園
芸
研
究
会｣

と
い

う
民
間
の
組
織
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
は
東
京
か
ら
講
師
を
呼
ん
だ

り
し
な
が
ら
、
イ
チ
ゴ
の
苗
の
根
を
張
ら
す
土
つ
く
り
を
重
視
し
、
化

学
肥
料
は
活
着
程
度
に
し
か
使
わ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
、
有
機
農
業

の
先
駆
け
と
言
っ
て
も
よ
か
っ
た

(

�)

。
川
口
さ
ん
も
含
め
、
こ
う
し
た
在

地
か
ら
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

一
九
九
一
年
七
月
五
日
、
今
度
は
ト
マ
ト
の
産
直
を
し
て
い
る
な
ら

コ
ー
プ
の
消
費
者
の
方
々
と
再
び
訪
ね
た
。
約
百
名
も
の
参
加
が
あ
り
、

関
心
の
強
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
田
植
え
し
た
ば
か
り
の
田
を
見
せ

て
も
ら
う
。
雑
草
の
な
か
で
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
っ
と
、
二
本
植
え
の
苗
が

あ
り
、
苗
が
小
さ
い
頃
は
回
り
の
草
に
負
け
な
い
よ
う
に
除
草
し
て
や

る
。
籾
殻
や
鶏
糞
、
菜
種
粕
な
ど
、
自
然
界
で
出
来
た
も
の
を
や
る
こ

と
は
あ
る
。
苗
代
の
時
は
、
少
し
掘
り
取
っ
て
籾
を
播
く
。
で
な
い
と

周
り
の
草
に
負
け
て
し
ま
う
の
で
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
栽
培
を
是
と

し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
何
が
何
で
も
自
然
任
せ
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

何
せ
力
を
抜
い
て
、
無
理
し
な
い
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
だ
。

土
に
と
ら
わ
れ
だ
し
た
時
か
ら
、
農
の
苦
し
み
が
始
ま
っ
た
。
命
の
亡

(

な
き)

が
ら
を
重
ね
て
い
け
ば
、
そ
れ
で
十
分
に
や
っ
て
い
け
る
。
分
析
の
世

界
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
作
物
の
相
性
と
い
っ
た
こ
と
も
と
く
に
考
え

な
い
。
あ
る
時
に
は
良
く
て
も
、
別
の
時
に
は
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
。

そ
の
後
、
川
口
さ
ん
の
出
た
ば
か
り
の
本

『

妙
な
る
畑
に
立
ち
て』

(

一
九
九
〇

野
草
社)

な
ど
を
読
み
、
三
重
県
の
赤
目
自
然
農
塾
へ

も
平
成
九

(
一
九
九
七)

年
一
〇
月
一
二
日
に
堀
内
さ
ん
ら
と
訪
ね
て
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み
た
。『

自
然
農
に
い
の
ち
宿
り
て』

(

二
〇
一
四

創
森
社)

で
は
、

自
然
農
の
三
大
原
則
と
し
て
、｢

耕
さ
な
い
―
過
去
の
い
の
ち
た
ち
の

舞
台
で
今
の
い
の
ち
た
ち
が
生
き
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
て
い
る｣

、｢

肥

料
、
農
薬
を
必
要
と
し
な
い
―
持
ち
込
ま
ず
、
持
ち
出
さ
ず｣

、｢

草
や

虫
を
敵
と
し
な
い
―
害
虫
益
虫
、
有
効
無
効
の
別
な
き
自
然
界｣

を
あ

げ
て
お
り
、
巻
末
に
よ
れ
ば
六
〇
以
上
の
自
然
農
塾
が
全
国
で
行
わ
れ

て
い
る
。

再
び
そ
の
時
の
記
憶
が
強
烈
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
た
の
は
、
最

近
に
な
っ
て
岩
澤
信
夫
の

『
究
極
の
田
ん
ぼ
―
耕
さ
ず
肥
料
も
農
薬
も

使
わ
な
い
農
業
―』

(

二
〇
一
〇

日
本
経
済
新
聞
社)

を
読
ん
だ
か

ら
で
あ
る

(

�)

。
冬
季
湛
水
・
不
耕
起
移
植
栽
培
に
よ
る
自
然
耕
塾
は
、
千

葉
県
神
崎
町
は
じ
め
、
他
に
全
国
六
箇
所
で
実
践
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
私
は

＜

天
然
農
法→

人
工
農
法→

天
工
農
法＞
と
日
本
農
法
史
の
見
取
り
図

を
描
い
た
が

(

�)

、
川
口
の
自
然
農
や
岩
澤
の
不
耕
起
栽
培
は
、
反
・
人
工

農
法
な
の
か
、
そ
れ
と
も
新
し
い
天
工
農
法
な
の
だ
ろ
う
か
？
一
方
で

は
Ａ
Ｉ
な
ど
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
加

用
農
法
論
が
、
守
田
志
郎
が
、
そ
し
て
私
も
言
っ
て
き
た
田
畑
輪
換
方

式
が
日
本
に
お
い
て
現
実
に
今
後
展
開
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

本
稿
が
紹
介
し
た
の
は
、
奈
良
盆
地
中
央
部
に
お
い
て＜

ま
わ
し

(

循
環)

・
な
ら
し

(

平
準)

・
合
わ
せ

(

和
合)＞

の
伝
統
的
な
日
本
農

法
が
、＜

ま
わ
さ
ず

(

効
率)

・
な
ら
さ
ず

(

競
争)

・
合
わ
さ
ず

(

対

立)＞

の
脱
・
日
本
農
法
へ
変
容
し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た

(

�)

。

私
は
正
直
言
っ
て
戸
惑
っ
て
い
る
。
情
け
な
い
が
、
再
び
ゆ
っ
く
り

歩
き
な
が
ら
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注
記

(

�)

奈
良
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
編

『

奈
良
県
に
お
け
る
農
畜
産
物

の
作
付
面
積
・
生
産
量
の
推
移』

一
、
二
頁

一
九
八
一

(

�)

農
林
省
農
務
局
編
纂

『

雑
穀
豆
類
甘
藷
馬
鈴
薯
耕
種
要
綱』

一
九

三
七

(

�)

農
林
省
農
務
局
編
纂

『

水
稲
及
陸
稲
耕
種
要
綱』

一
九
三
六

(

	)

農
林
省
農
務
局
編
纂

『

麦
類
耕
種
要
綱』

一
九
三
七

(


)

�
永

『

日
本
農
法
史
研
究』

五
八
頁

一
九
九
七

農
文
協

(

�)

帝
国
農
会

『

農
業
経
営
成
績
調
査
報
告
第
五
輯

耕
地
利
用
に
関

す
る
調
査』

三
四
〜
三
七
頁
よ
り
、
な
お
、
同

『

自
大
正
一
三
年
至

昭
和
八
年

最
近
十
ヶ
年
に
於
け
る
農
業
経
営
の
変
遷』

(

第
二
輯)

、

奈
良
県
農
会

『

農
業
経
営
改
善
十
三
ヶ
年
間
の
実
績』

一
九
三
八
を

参
照

(


)

萩
原
善
太
郎

『

大
和
西
瓜
の
栽
培
と
実
際』

一
九
二
七

萩
原
農

事
事
務
所
、
同

『

大
和
西
瓜
の
栽
培
法』

一
九
二
九

富
民
協
会
、

東
出
精
一
・
松
原
一
夫
編

『

作
物
に
魂
を
打
込
め
て：

精
農
萩
原
善

太
郎
氏
の
信
念
を
語
る』

一
九
三
二

明
文
堂
な
ど
を
参
照
。
一
九

九
一
年
二
月
一
日
・
田
原
本
町
法
貴
寺
・
前
西
英
雄
氏

(

昭
和
三
年

生)

よ
り
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
日
・
中
城
・
堀
内
嘉
博
氏

(

大

正
五
年
生)

よ
り
聞
き
取
り
。
な
お
聞
き
取
り
の
大
字
名
の
み
は
、

す
べ
て
大
和
郡
山
市

(

�)

沢
村
東
平
・
井
上
実
編

『

田
畑
輪
換
の
経
営
構
造』

一
九
六
〇

農
林
水
産
業
生
産
性
向
上
会
議
、
斎
藤
光
夫

『

田
畑
輪
換
栽
培』

一

九
六
二

農
文
協
、
鈴
木
栄
次
郎

『

大
和
ス
イ
カ
全
編』

一
九
七
一

富
民
協
会
な
ど

(

�)
前
掲
注
�
の

『

田
畑
輪
換
の
経
営
構
造』

一
四
八
頁
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(

�)

農
業
生
産
調
査
会

『

奈
良
県
の
営
農
類
型
別
・
階
層
別
に
み
た
技

術
体
系』

二
〇
六
頁

一
九
六
〇

(

�)

西
村
博
行

｢

田
畑
輪
換
栽
培
方
式
に
よ
る
土
地
と
水
の
利
用｣

一

二
頁

西
村
博
行
代
表
研
究
者

『

琵
琶
湖
周
辺
地
域
に
お
け
る
土
地

と
水
の
利
用
に
関
す
る
経
済
的
研
究』

一
九
八
二

科
研
報
告
書

(

�)
田
原
本
町
法
貴
寺
・
前
西
英
雄
家
文
書

｢

農
家
日
記｣

な
ど

(

�)

一
九
九
一
年
八
月
二
日
・
横
田
・
橋
下
忠
一
郎
氏
よ
り
聞
き
取
り

(

�)

大
和
郡
山
市
中
城
町
・
Ａ
家
文
書

｢

萬
野
作
覚
帳｣

｢

生
産
高
帳｣

(

�)

大
和
郡
山
市
新
庄
町
・
森
田
実
家
文
書

｢

明
治
大
正
昭
和
平
成

農
作
物
農
機
具

控｣

(

�)
『

奈
良
県
統
計
書』
よ
り

(

	)

前
掲
注



(

�)

前
掲
注
�

(


)

帝
国
農
会

『

農
作
業
慣
行
調
査』
四
九
二
頁

一
九
四
一

(

�)
『

奈
良
県
農
会
報』

第
二
七
三
号

二
二
〜
二
三
頁

一
九
三
六

(

�)

帝
国
農
会
に
よ
る
綿
谷
赳
夫
の
調
査
ノ
ー
ト
よ
り
。
本
ノ
ー
ト
に

関
し
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
当
時
奈
良
県
農
業
試
験
場
に
い

た
宮
本
誠
氏
よ
り
コ
ピ
ー
を
頂
い
た
。
一
九
九
〇
年
頃
に
故
磯
辺
俊

彦
氏
に
使
用
の
許
可
を
電
話
で
頂
い
た
。
記
し
て
両
氏
に
感
謝
す
る
。

な
お
、
帝
国
農
会
時
代
の
綿
谷
氏
に
つ
い
て
は
、『

綿
谷
赴
夫
著
作

集』

第
二
巻

(

一
九
七
九

農
林
統
計
協
会)

の
月
報

｢

私
の
履
歴

書

(

そ
の
二)｣

を
参
照

(

�)

一
九
九
一
年
五
月
一
四
日
・
白
土
・
東
口
鶴
治
氏

(

明
治
三
八
年

生)

よ
り
、
同
日
・
横
田
・
新
谷
一
雄
氏

(

明
治
四
一
年
生)

よ
り
、

同
年
五
月
二
〇
日
・
櫟
枝
・
西
田
耕
治
氏

(

明
治
三
七
年
生)

よ
り
、

同
年
七
月
八
日
・
番
条
・
�
井
武
雄
氏

(

明
治
四
〇
年
生)

な
ど
よ

り
聞
き
取
り

(

�)

近
畿
六
府
県
連
絡
経
済
委
員
会

『

近
郊
農
村
経
済
事
情
調
査
第
一

〇
輯
・
地
黄
部
落
経
済
事
情
調
査』

一
九
三
九

(

�)

田
原
本
町
法
貴
寺
・
市
川
正
昭
家
文
書

『

秋
季
農
繁
期
農
村
労
力

調
整
基
本
調
査』

一
九
三
九

(

�)

奈
良
県

『

夏
季
農
業
の
実
態』

一
一
頁

一
九
五
二

(

�)

前
掲
注
�

附
表
よ
り

(

�)

前
掲
注
�

一
二
頁

(

�)

田
原
本
町
秦
庄
・
松
井
帰
一
家
文
書

｢

耕
作
日
誌｣

、
田
原
本
町

阿
部
田
・
松
井
淳
一
家
文
書

｢

明
治
大
正
社
会
記｣

、
田
原
本
町
東

但
馬
・
高
井
利
美
家
文
書
、
田
原
本
町
宮
古
・
石
橋
源
内
家
文
書

｢

農
作
勘
定
帳｣

(

�)

前
掲
注
�

(

�)

伊
藤
喜
雄

『

農
業
の
技
術
と
経
営』

一
九
七
九

家
の
光
協
会
、

稲
本
志
良

『

農
業
の
技
術
進
歩
と
家
族
経
営』

一
九
八
七

大
明
堂

(

�)

一
九
九
一
年
六
月
二
四
日
・
石
川
・
村
井
多
賀
治
氏

(

大
正
七
年

生)

よ
り
聞
き
取
り

(

�)

一
九
九
一
年
七
月
一
七
日
・
新
庄
・
森
田
実
氏(

明
治
四
一
年
生)

よ
り
聞
き
取
り

(

�)

一
九
九
二
年
七
月
三
一
日
・
横
田
・
池
田
清
栄
さ
ん
よ
り
聞
き
取

り

(

�)

一
九
九
一
年
九
月
一
八
日
・
新
庄
・
�
村
シ
ズ
エ
さ
ん

(

大
正
元

年
生)

よ
り
聞
き
取
り

(

�)

前
掲
注
 
の
前
西
英
雄
氏
よ
り
聞
き
取
り

(

!)

守
田
志
郎

『

小
農
は
な
ぜ
強
い
か』

一
九
七
五

農
文
協

(

人
間

選
書
版

二
〇
〇
二)

(
")

#
永

『

日
本
農
法
の
心
土』

七
七
頁

二
〇
一
九

農
文
協

(
$)

『

日
本
農
書
全
集』

第
二
八
巻
一
八
六
、
二
三
一
頁

一
九
八
二

農
文
協

(

%)
越
智
太
兵
衛
傳
編
纂
委
員
会

『

越
智
太
兵
衛
傳』

一
九
七
一
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(

�)

前
掲
注
�

一
二
五
頁

(

�)

前
掲
注
�

(

�)

大
和
郡
山
市
石
川
町
・
薮
内
源
弘
家
文
書

(
�)

一
九
九
二
年
一
月
二
一
日
・
伊
豆
七
条
・
南
本
強
嗣
氏
よ
り
聞
き

取
り

(

�)
前
掲
注
	

(


)
『

第
十
回
表
彰
記
念

米
作
日
本
一
表
彰
受
賞
者
の
稲
作
技
術』

一
九
五
九

奈
良
県
、

橋
下
氏
は
昭
和
二
六
、
三
〇
年
度
に
入
賞

し
て
い
る
。

(

�)

大
和
郡
山
市
横
田
町
・
橋
下
忠
一
郎
家
文
書

｢

昭
和
三
九
年
度
初

肥
料
設
計｣

な
ど

(

�)

前
掲
注


前
西
家
文
書

川
東
村
営
農
相
談
所

『

営
農』

別
冊

｢

川
東
稲
配
合
肥
料
に
依
る
稲
作
増
収
安
定
栽
培
法｣

一
九
五
八

田
原
本
町
川
東
村
農
業
協
同
組
合

(

�)

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
三
〇
周
年
記
念
誌

『
と
も
だ
ち』

一
九
八
四

(

�)

大
和
郡
山
市
イ
チ
ゴ
研
究
会

『

郡
山
イ
チ
ゴ』

増
刊
号

一
九
七

一

(

�)
『

奈
良
県
農
業
大
学
校
創
立
二
五
周
年
記
念

豊
農
会
六
〇
年
の

歩
み』

一
九
九
五

奈
良
県
農
業
大
学
校
豊
農
会

(

�)

奈
良
県
農
業
試
験
場
向
陵
会

『

サ
イ
エ
ン
ス』

第
三
号

二
頁

一
九
五
四

(

�)

一
九
九
一
年
八
月
二
日
・
�
中
平
治
氏
よ
り
聞
き
取
り
、
前
掲
注

�

(

�)

�
永

『

日
本
農
法
史
研
究』

二
五
九
〜
二
六
〇
頁

(

�)

前
掲
注
�

前
掲
注
�
の
櫟
枝
・
西
田
耕
治
氏
よ
り
聞
き
取
り

(

�)

一
九
九
一
年
一
一
月
一
二
日
・
横
田
・
川
本
謙
氏
よ
り
聞
き
取
り

(

�)

一
九
九
二
年
七
月
一
三
日
・
発
志
院
・
向
井
俊
彦
氏
よ
り
聞
き
取

り

(

�)

一
九
九
二
年
九
月
三
日
・
番
条
・
堀
内
當
司
氏
よ
り
聞
き
取
り

(

�)

前
掲
注
�
、
一
九
九
二
年
七
月
三
一
日
・
横
田
・
藤
川
千
代
子
さ

ん
、
同
日
・
横
田
・
米
沢
靖
子
さ
ん
、
一
九
九
二
年
八
月
六
日
・
横

田
・
藤
川
千
代
栄
さ
ん
よ
り
聞
き
取
り

(

�)

一
九
九
二
年
四
月
二
四
日
・
新
庄
・
奥
修
氏

(

当
時
三
三
歳)

よ

り
聞
き
取
り

(

�)

前
掲
注


前
西
家
文
書

田
原
本
町
農
業
研
究
会

『

土』

創
刊
号

一
五
〜
一
六
頁

一
九
六
一

(

 )

�
永

『

日
本
農
法
の
天
道』

第
一
章

二
〇
〇
〇

農
文
協

(

!)

一
九
九
一
年
九
月
一
二
日
・
白
土
・
北
田
氏
よ
り
聞
き
取
り

(

")

前
掲
注


前
西
家
文
書

田
原
本
高
校

『

研
究
集
録』

第
一
号

七
〇
頁

一
九
五
六

(

#)

農
業
構
造
問
題
研
究
会
編

(

井
上
晴
丸
他)

『

日
本
経
済
の
二
重

構
造
と
農
業
発
展
に
関
す
る
研
究』

一
〇
三
〜
一
三
四
頁

一
九
六

一

(

$)
『

奈
良
県
に
お
け
る
農
業
経
営
と
農
家
の
就
業
構
造
に
関
す
る
調

査
結
果』

一
頁

一
九
七
八

奈
良
県
農
業
会
義
、
事
業
三
〇
周
年

記
念
誌

『

伸
び
ゆ
く
大
和
の
農
業』

三
五
頁

一
九
七
八

奈
良
県
、

な
お
郡
山
農
業
普
及
所
の
管
内
は
、
大
和
郡
山
市
・
生
駒
市
・
平
群

町
・
三
郷
町
・
斑
鳩
町
・
安
堵
村
で
あ
る
。『

大
和
郡
山
市
農
業
基

本
計
画』

一
六
頁

一
九
八
四

大
和
郡
山
市

(

%)

�
永

『

日
本
農
法
の
天
道』

一
五
八
〜
一
六
九
頁

同

『

日
本
農

法
の
心
土』

六
九
〜
七
一
頁

(

&)

農
業
発
達
史
調
査
会
編

『

日
本
農
業
発
達
史』

全
一
〇
巻
、
別
巻

上
下

一
九
五
三
〜
五
八

中
央
公
論
社

(
')

前
掲
注
&

別
巻
上

た
だ
し
改
訂
版
に
よ
る
。
一
九
三
〜
二
六

六
頁

一
九
七
八

中
央
公
論
社

(

()
今
西
錦
司

『

村
と
人
間』

一
九
五
二

新
評
論
社
、
米
山
俊
直
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『

日
本
の
む
ら
の
百
年』

第
二
章
Ⅲ

一
九
六
七

日
本
放
送
出
版

協
会
、
同

『

過
疎
社
会』

一
九
六
九

日
本
放
送
出
版
協
会
、
同

『

小
盆
地
宇
宙
と
日
本
文
化』

一
九
八
九

岩
波
書
店
、
こ
れ
ら
は
、

『

米
山
俊
直
の
仕
事』

全
二
冊

二
〇
〇
六

二
〇
〇
八

人
文
書

館

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(

�)
前
掲
注
�

第
九
巻

た
だ
し
改
訂
版
に
よ
る
。
六
〇
七
〜
六
五

七
頁

一
九
七
八

中
央
公
論
社
、
加
用
信
文

『

日
本
農
法
論』

所

収

一
九
七
二

御
茶
の
水
書
房

(

�)

前
掲
注
�

加
用

『

日
本
農
法
論』

一
九
二
、
二
六
三
頁

(

�)

保
志
恂『

日
本
農
業
構
造
の
課
題』

三
六
八
頁(

一
九
七
八
執
筆)

一
九
八
一

御
茶
の
水
書
房
、
同

『

現
代
農
業
問
題
論
究』

第
四
章

(

一
九
九
八
執
筆)

、
第
八
章

(

一
九
九
九
執
筆)

二
〇
〇
〇

御

茶
の
水
書
房

(

�)

梶
井
功
編
著

『｢

農｣

を
論
ず』
九
二
、
四
〇
頁

二
〇
一
一

農
林
統
計
協
会

(

�)

�
永

『

日
本
農
法
史
研
究』

二
九
九
〜
三
〇
〇
頁

(

	)

桜
井
豊

『

水
田
輪
作
と
水
田
酪
農』

一
九
四
八

八
雲
書
店
、
な

お
同

『

農
業
生
産
力
論

水
田
酪
農
論』

二
〇
〇
五

筑
波
書
房
で

復
刻

(


)

沢
村
東
平

｢

日
本
に
お
け
る
輪
作
の
系
譜

(

１)
(

２)｣
(『

農
業

及
園
芸』

第
二
五
巻
七
・
八
号

一
九
五
〇)

、
同

｢

水
田
農
業
の

作
付
方
式
に
関
す
る
研
究｣

一
九
五
七

『

農
業
技
術
研
究
所
報
告』

Ｈ
二
〇
号
、
他
に
同
三
号

(

一
九
五
二)

、
同
七
号

(

一
九
五
三)

、

同
一
五
号

(

一
九
五
五)

。
私
は
沢
村
東
平
ら
戦
後
に
お
い
て
作
付

方
式
を
先
駆
的
に
研
究
し
た
グ
ル
ー
プ
を
、
戦
前
に
朝
鮮
農
試
の
高

橋
昇
の
指
導
を
受
け
た
者
と
し
て

｢

朝
鮮
農
試
グ
ル
ー
プ｣

と
名
づ

け
た

(

�
永

『

日
本
農
法
の
天
道』

二
〇
六
〜
二
〇
八
頁)

。

(

�)

�
永

『

日
本
農
法
の
心
土』

四
六
〜
四
七
頁
、
大
谷
省
三

『

自
作

農
論
・
技
術
論』

二
四
八
頁

(

一
九
四
六
執
筆)

一
九
七
三

農

文
協

(

�)

大
谷
省
三

『

私
の
歩
ん
で
き
た
道』

一
四
六
〜
一
四
七
頁

一
九

七
九

大
谷
省
三
先
生
の
古
稀
を
祝
う
会

(


)

斎
藤
萬
吉

『

日
本
農
業
の
経
済
的
変
遷』

他

(『

明
治
大
正
農
政

経
済
名
著
集』

第
九
巻

一
九
七
六

農
文
協)

、
碑
文
の
全
文
は
、

同
巻
月
報
の
西
山
武
一
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
西
尾
敏

彦

｢『

農
学
ハ
舌
耕
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ』

斎
藤
萬
吉
の
農
村
行
脚
〜

あ
る
農
業
研
究
者
の
生
き
ざ
ま
〜｣

(

二
〇
一
八

『

農
業
研
究』

第
三
一
号)

を
参
照

(

�)

一
九
九
一
年
一
〇
月
一
日
・
石
川
・
戸
田
鏡
治
氏

(

大
正
一
二
年

生)

、
前
掲
注
�

(

�)

一
九
九
二
年
五
月
一
九
日
・
発
志
院
・
喜
多
文
雄
氏

(

当
時
六
八

歳)

よ
り
聞
き
取
り

(

�)

�
永

『

日
本
農
法
の
心
土』

六
五
〜
六
九
頁

(

�)

二
〇
一
九
年
七
月
一
日
確
認
の

｢

日
本
不
耕
起
栽
培
普
及
会｣

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

(

�)

�
永

『

日
本
農
法
の
心
土』

一
一
七
〜
一
一
八
頁

(

�)

�
永

『

日
本
農
法
の
心
土』

一
一
六
頁
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